
ケ
ン
ギ
ル
都
市
同
盟
に
つ
い
て

初
期
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
史
の
一
問
題

中
原
与
茂
九
郎

ケンギル都市1覗1について（1判鱒

　
　
梗
概
　
シ
カ
ゴ
大
学
の
↓
・
智
8
σ
ω
①
昌
教
授
は
数
年
蔚
に
N
魚
串
。
貯
聾
h
鋒
諺
も
・
。
・
｝
・
門
一
2
0
σ
q
陣
ρ
露
・
男
同
。
。
・
（
お
鵯
）
誌
上
に
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お

〔
け
る
初
期
の
数
治
的
発
展
」
と
題
す
る
五
〇
頁
に
お
よ
ぶ
大
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
同
教
授
は
当
該
論
文
の
う
ち
に
H
躍
蜜
二
幅
の
麟
±
叛
文
書
の
う
ち

西
　
の
送
致
文
書
を
資
料
と
し
て
初
期
王
朝
X
～
災
の
過
渡
期
に
シ
ュ
メ
ー
ル
に
は
ウ
ル
ク
、
ア
ダ
ブ
、
ニ
ッ
プ
：
ル
、
ラ
ガ
シ
数
、
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
、
ウ
ン

へ

㎞
　
マ
の
六
都
市
長
家
に
よ
っ
て
軍
事
的
都
市
潤
盟
が
締
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
提
唱
さ
れ
た
。
圃
贈
与
は
こ
れ
を
囚
①
詳
α
Q
埣
ピ
o
p
α
Q
躍
Φ
と
呼
称
さ
れ
た
。
ま
た

一
　
こ
の
よ
う
な
都
市
歪
軸
の
存
在
は
初
期
王
朝
王
期
の
文
献
と
さ
れ
て
い
る
ウ
ル
出
土
の
古
拙
文
書
に
す
で
に
児
繊
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

〆　
　
ヤ
コ
ブ
セ
ン
訓
教
旨
の
ケ
ン
ギ
ル
罰
嗣
皿
説
を
同
教
授
が
使
翔
さ
れ
な
か
っ
た
フ
ァ
う
お
よ
び
ウ
ル
の
行
揺
以
交
勲
岡
を
・
も
舶
岬
え
で
幅
送
還
吟
味
し
た
の
が
・
羅
篇
首
蹴
つ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
あ
る
。
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
が
フ
ァ
ラ
海
霧
の
国
寡
○
目
．
ズ
｛
を
峯
感
亭
σ
q
τ
崇
重
σ
Q
三
門
）
1
1
評
二
号
詳
↑
u
G
三
詳
曾
》
す
な
わ
ち
シ
詰
メ
：
ル
全
士
的
意
味
に
解
臨

池
　
さ
れ
た
の
に
対
し
て
筆
者
は
こ
れ
を
罰
盟
本
部
所
在
地
で
あ
り
、
こ
の
本
部
所
在
地
が
全
土
的
慧
昧
に
使
絹
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
初
期
王
朝
叢
期
の
中

幽
頃
で
あ
る
こ
と
を
推
論
し
た
。

〆

は
　
じ
　
め
　
に

　
筆
者
は
さ
き
に
　
「
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
と
『
国
土
』
の
人
口

　
　
　
①

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
源
関
前
二
五
〇
〇
年
頃
の
シ
ュ
ル
ツ
バ
イ
ク

（
。
。
ぎ
凄
｝
）
℃
鉢
）
都
市
国
家
の
・
日
由
斑
人
口
を
三
時
の
行
政
文
書
を
資

料
と
し
て
約
一
六
万
と
計
算
し
た
。
ま
た
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ソ
シ
、
エ

ソ
テ
メ
ナ
（
豪
華
。
旨
。
舜
。
・
卜
。
昏
O
O
七
d
・
6
・
）
が
ニ
ッ
プ
乳
ル
の
エ
ソ
リ

ル
神
へ
略
筆
し
た
水
瓶
の
残
存
破
片
に
記
録
さ
れ
て
い
る
従
来
ラ
ガ
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シ
ュ
の
人
並
と
考
え
ら
れ
て
い
た
三
六
〇
〇
人
を
ラ
ガ
シ
ュ
以
外
の

他
の
都
市
の
真
人
家
族
の
家
長
の
数
で
あ
る
と
論
証
し
た
。
ま
た
ラ

ガ
シ
ュ
の
エ
ソ
シ
、
グ
デ
ア
（
O
三
密
欝
ρ
曽
O
O
切
・
∩
・
）
の
肖
像
碑
文

B
に
記
録
さ
れ
て
い
る
円
数
二
一
六
、
○
○
○
人
は
グ
デ
ア
の
支
配

下
に
あ
．
つ
た
「
騨
土
」
（
ズ
巴
9
諺
）
す
な
わ
ち
シ
ュ
メ
ー
ル
の
広
い
地

域
に
居
焦
す
る
自
由
家
族
の
家
長
（
ρ
び
む
p
）
の
数
と
解
し
て
、
京
大

嚢
部
の
『
人
魂
誌
に
書
て
三
家
族
五
五
入
を
潔
し
て
い

る
行
政
文
書
を
分
析
検
討
し
て
得
た
自
由
民
家
族
貴
四
名
を
こ
れ
に

乗
じ
て
八
六
四
、
○
0
0
人
と
い
う
円
数
を
得
た
。
　
こ
の
円
数
は

『
人
文
』
に
と
り
あ
げ
た
　
d
同
三
め
　
諺
母
ダ
　
閉
嘗
彪
ご
　
緊
四
σ
q
鎌

くω
¢
同
叢
℃
℃
9
回
泊
一
q
ゆ
μ
難
球
四
の
詣
ハ
都
市
慣
闘
慶
琢
㎝
圖
に
鮪
脚
鰍
衛
さ
あ
ル
て
い
た
「
ケ

ソ
ギ
ル
同
盟
」
（
数
窪
α
Q
貯
ピ
窪
σ
q
篇
）
諸
国
の
自
由
民
人
口
八
八
四
、

　
　
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も

一
六
〇
人
に
ひ
っ
て
き
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
こ
の
二
つ

の
数
年
の
近
似
か
ら
推
し
て
グ
デ
ア
の
早
馬
下
に
あ
っ
た
「
国
土
」

と
は
叙
上
六
都
市
圏
家
を
奮
む
シ
ュ
メ
…
ル
全
土
の
重
要
地
域
の
大

半
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ケ
ソ
ギ
ル
岡
盟
に
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
ウ
ル
（
¢
鴨
）
そ
の
他
都
市
を
含
め
れ
ば
全
シ
ュ
メ
…

ル
の
葭
由
災
の
総
人
口
は
一
〇
〇
万
を
下
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
算
し
た
。

　
最
近
奏
者
が
手
に
し
た
ク
レ
ー
マ
ー
教
授
（
0
像
曜
　
ツ
が
　
瞬
《
厭
P
雷
H
O
琶
）
の
大

著
曽
ヨ
9
酪
三
。
・
（
お
。
。
。
）
の
第
三
章
「
社
会
・
シ
講
メ
ー
ル
の
都
市
」

で
同
教
授
は
シ
ュ
メ
ー
ル
の
人
口
問
題
に
つ
い
て
次
の
知
く
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

　
　
…
…
…
都
市
人
口
の
大
き
さ
の
算
定
を
試
み
た
い
。
し
か
し
こ
れ
は
合

　
理
的
正
確
さ
を
も
っ
て
行
う
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
そ
れ
は
公
武
の
人
目

　
調
査
の
記
録
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
な
す
く
な
く
と
も
あ
と
づ
け
を
す

　
る
資
料
が
牽
だ
雛
晃
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ガ
シ
ニ
に
評
し
て

　
は
ヂ
イ
ヤ
コ
ノ
フ
が
経
済
文
書
に
よ
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ぽ
不
完
全
な

　
闘
接
酌
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
研
究
し
た
結
果
自
由
民
人
q
を
一
〇
万
人
と
計

　
算
し
た
。
ウ
ル
第
三
王
朝
の
首
都
ウ
ル
の
前
二
千
年
頃
の
人
隣
に
つ
い
て

　
ウ
ー
り
…
（
6
“
　
H
じ
．
　
ノ
ノ
．
O
O
一
一
〇
～
M
）
は
一
九
鷲
七
年
に
か
れ
の
論
文
「
，
社
会

　
の
磯
回
化
」
に
お
い
て
約
三
六
万
と
推
算
し
た
。
か
れ
の
数
字
は
薄
弱
な

　
比
較
と
う
た
が
わ
し
い
臆
説
と
を
墓
…
礎
と
し
て
い
る
の
で
そ
の
数
回
は
約

　
半
分
に
切
っ
た
方
が
賢
明
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
ウ
ル
は
二
〇
万
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
近
い
人
口
を
も
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
最
近
欧
米
に
3
置
け
る
シ
ュ
メ
…
ル
都
市
の
人
口

に
つ
い
て
は
ラ
ガ
シ
ュ
、
一
〇
万
1
ー
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
フ
。
ウ
ル
三
六
万

腫
ウ
ィ
リ
ー
（
約
二
〇
万
1
ー
ク
レ
ー
マ
ー
）
の
一
二
説
が
あ
る
。
筆
者
が
シ

ュ
メ
ー
ル
の
都
市
や
シ
簿
メ
ー
ル
全
土
の
入
口
を
考
察
す
る
に
至
っ
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ケン・ギル都市問盟について（中原）

た
動
機
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
（
繍
’
●
蜜
8
ぴ
器
二
）
の
齪
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
の
初
期
の
政
治
的
発
展
』
の
う
ち
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
ケ
ソ
ギ

ル
同
盟
」
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お

い
て
は
ケ
ソ
ギ
ル
同
工
皿
の
恥
仔
み
仕
、
性
格
、
音
盤
我
な
ど
に
つ
い
て
管
見

を
の
べ
て
み
・
た
い
。
　
し
か
し
そ
れ
に
先
立
っ
て
　
『
西
南
…
ア
ジ
ア
研

．
究
』
篤
二
〇
考
の
拙
稿
の
一
部
の
訂
正
を
行
い
た
い
。

一
　
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
の

地
積
の
再
考

　
『
西
愚
闇
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第
一
〇
口
万
所
軌
執
拙
稿
巾
・
、
　
、
「
⑤
ア
ッ
カ

ー
ド
時
代
の
一
碑
文
に
記
録
さ
れ
て
い
る
ラ
ガ
シ
ュ
の
地
積
に
つ
い

て
偏
一
一
七
頁
下
か
ら
四
、
．
五
費
の
「
こ
の
数
を
碑
文
に
残
っ
て
い

垂
警
加
算
す
れ
ば
、
・
〆
、
の
合
計
纏
は
藝
讐
三
轟

欝
～
平
方
キ
ロ
に
換
算
す
れ
ば
約
一
b
。
。
9
潔
財
諺
鱒
と
な
る
」
の

ど
⑩
G
。
9
薬
園
B
。
．
を
一
興
鐙
£
＾
亀
に
訂
正
す
る
。
こ
の
地
積
は
ラ
ガ
．

シ
ュ
の
地
積
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
シ
ュ
メ
ー
ル
全
土
の
地
積
に
措

定
さ
れ
る
広
さ
で
あ
る
。
ソ
連
の
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
ブ
氏
は
8
ロ
霞
Φ
ρ
亭

0
9
昌
σ
Q
貯
が
ω
b
O
O
と
解
し
た
単
巻
数
掌
を
O
O
O
と
解
し
て
、
　
こ
の

石
柱
碑
文
の
地
積
筆
意
竃
縫
算
さ
れ
て
い
㌍

　
、
石
柱
碑
文
に
は
表
面
か
ら
裏
面
O
o
憎
H
＜
刈
　
ま
で
は
そ
の
大
部

分
は
破
損
し
て
い
る
が
残
存
部
分
に
は
合
計
さ
れ
た
地
積
と
土
地
名

と
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
　
一
四
行
目
の
野
ぴ
㌣
ρ
7
ぼ
出
み
9
が
本
碑

丈
の
性
格
を
決
定
す
る
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
文
意
は
、

「
彼
が
受
け
と
っ
た
も
の
（
診
9
幽
げ
点
山
）
か
ら
（
㌶
）
」
　
で
あ
る
。

ま
た
（
一
b
Q
）
〉
麟
㌣
鳥
α
鳶
（
一
ω
）
質
餌
類
糾
山
瓢
σ
q
〔
二
の
語
順
か
ら
し
て
「
ア

ッ
カ
ー
ド
王
国
」
（
墨
箏
貯
σ
q
a
＞
α
q
p
＆
謀
）
で
な
～
．
、
　
「
ア
ッ
カ
…

ド
」
　
「
王
国
」
と
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
文
法
約
束

を
生
か
し
て
前
論
文
の
引
用
文
を
解
釈
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
合
計
回
N
鵯
⑫
ぽ
養
田
－
倉
計
十
七
の
室
要
都
市
（
が
）
合
計
八
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
要
区
細
朝
地
（
　
　
く
嵩
ρ
霧
一
α
q
斜
－
］
P
麟
　
G
薩
僻
σ
Q
）
（
の
中
に
あ
る
）
1
は
、
ア
ッ
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ミ

　
の
ほ
か
に
、
王
羅
に
彼
が
受
け
と
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
か
ら
、

　
　
［
石
碑
に
具
体
的
に
記
し
て
あ
る
土
地
名
と
合
計
地
顔
と
を
ラ
ガ
シ
島
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
エ
ソ
シ
支
配
地
と
し
て
、
某
に
与
え
た
。
］

　
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
嵩
h
刈
り
障
ヨ
博
を
シ
ュ
メ
ー
ル
全
土
の
地

積
と
措
定
す
れ
ば
へ
　
「
八
の
主
要
区
劃
地
」
（
。
。
ヨ
骸
ぬ
9
、
一
、
欝
・
。
ρ
σ
q
）
を

ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
の
奥
州
統
治
の
「
八
行
政
区
」
と
解
し
て
、
前
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

文
に
既
述
し
た
「
サ
ル
ゴ
ソ
年
代
詑
」
の
伝
承
に
従
っ
て
こ
の
数
を

八
に
て
除
し
た
平
均
値
幅
μ
謡
げ
亀
を
ア
ヅ
ヵ
ー
ド
時
代
の
「
ラ
ガ

95　（95）



シ
ュ
州
」
の
大
凡
の
地
積
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
た
が

っ
て
前
論
・
文
の
ラ
ガ
シ
ュ
の
地
積
一
b
◎
。
O
ぽ
p
臨
は
こ
れ
を
約
一
も
刈
ぴ
δ

犀
欝
。
．
に
訂
正
す
る
。

　
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
は
同
王
朝
の
行
政
区
編
成
の
際
、

初
期
王
朝
末
期
の
ラ
ガ
シ
江
に
更
に
い
く
ば
く
か
の
地
域
が
附
加
さ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
た
も
の
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
な
す
筆
者
の
前
論
文
の
考
え
は
こ

の
換
箪
地
積
訂
正
に
よ
っ
て
も
不
変
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
論
文
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
仮
り
に
ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
末
年
に
彼
が
ウ
ン
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
し
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も

の
エ
ソ
シ
、
ル
！
ガ
ル
ザ
ッ
ギ
シ
に
破
れ
、
ラ
ガ
シ
鎚
王
か
ら
ギ
ル

、
　
、
　
　
　
⑨

ス
王
の
地
位
に
転
落
し
、
ラ
ガ
シ
ュ
領
の
す
く
な
か
ら
ぬ
地
域
を
失

っ
て
お
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
失
地
は
ア
ヅ
カ
！
ド
の
「
行
政
区
し

に
編
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ニ
　
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
の

　
の
提
唱

「
ケ
ン
ギ
ル
同
盟
」

　
『
人
文
』
、
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
両
誌
で
筆
者
が
取
り
扱
っ
た
シ

ュ
メ
ー
ル
都
市
圏
家
の
人
目
の
考
察
に
使
用
し
た
資
料
は
当
時
の
行

政
文
書
や
王
碑
文
に
記
さ
れ
た
記
事
と
…
数
字
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
記

事
と
の
関
連
に
お
い
て
数
字
を
操
作
す
る
方
法
を
思
い
付
く
に
い
た

っ
た
の
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
（
↓
・
習
o
o
馨
2
嗣
）
の
論

文
、
．
南
憂
事
勺
○
葎
ド
巴
∪
。
く
鉱
。
℃
毒
¢
暮
冨
窓
霧
。
℃
o
夢
諺
一
伊
、
、

の
う
ち
に
提
示
さ
れ
た
「
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
」
（
鍛
窪
σ
q
マ
び
の
p
σ
Q
9
）
の
，

　
⑭

存
在
に
示
唆
を
え
た
に
よ
る
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
周
教
授
が
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

示
さ
れ
た
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
に
つ
い
て
の
洞
教
授
の
所
説
を
紹
介
し
、
・

そ
れ
に
関
連
し
て
筆
者
の
管
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
存
在
に
つ
い
て
の
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
の
論
考
は
実
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
し
　
　
コ

証
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
神
話
、
伝
説
を
援
用
す
る
推
論
で
な
い
の

が
特
微
的
で
あ
る
。
教
授
は
ダ
イ
メ
ル
お
よ
び
ジ
ェ
ス
タ
ソ
の
手
写
、

翻
字
に
な
る
Z
，
ヲ
文
書
を
研
究
ざ
れ
た
結
果
侍
従
（
長
）
、
代
理

（
羅
弘
ζ
日
）
、
小
姓
（
誓
穿
鉱
）
、
酌
と
り
（
鋸
σ
Q
｝
）
、
料
理
人
（
露
多
芸
α
冒
）
、

楽
人
（
露
シ
O
）
な
ど
宮
廷
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
の
お
び
た
だ
し

い
人
数
一
一
四
四
名
の
酌
取
り
、
一
二
二
名
の
楽
人
や
歌
手
、
六

五
名
の
料
理
人
等
々
1
一
を
記
し
た
文
書
を
見
出
さ
れ
た
。
ま
た
鍛

冶
工
、
石
大
工
、
籠
作
り
等
の
専
門
技
術
者
の
人
数
も
同
様
に
お
び

た
だ
し
い
…
数
に
の
ぼ
る
の
を
知
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
階
層
に
属
す
る

も
の
で
宮
殿
に
や
と
わ
れ
た
人
々
の
数
は
殆
ん
ど
信
じ
難
い
程
の
大

数
で
あ
る
。
フ
ァ
ラ
文
書
の
発
見
さ
れ
た
富
殿
に
措
定
さ
れ
る
建
物

の
大
き
さ
と
比
較
す
る
と
き
Z
，
ラ
文
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
現
実
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ケンギル都市岡盟について（中原）

の
巨
大
な
生
計
集
団
（
ヨ
§
葺
6
夢
9
霧
○
ぎ
苞
）
は
溺
個
の
口
的
一
－
一

軍
事
的
と
推
定
さ
れ
る
！
i
で
構
成
さ
れ
た
組
織
を
表
現
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
　
「
六
七
〇
名
の
戦
い
に
行
く
人
］

（
雪
O
α
q
嚢
烹
ヨ
①
（
誇
）
σ
Q
窪
）
、
「
合
計
六
八
O
人
、
戦
い
」
、
（
σ
Q
的
窪
－
誇

鵠
O
⑳
自
揚
煮
①
）
と
記
し
た
文
書
や
「
戦
い
に
行
っ
た
」
（
ヨ
只
溶
）
α
q
①
巳
、

「
戦
い
か
ら
帰
っ
た
」
（
ヨ
寸
土
σ
q
ゆ
ε
な
ど
の
語
勾
を
見
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

同
じ
性
質
の
内
容
を
記
し
て
い
る
二
個
の
文
書
を
見
つ
け
ら
れ
る
に

翁
よ
ん
で
、
つ
い
に
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
の
構
想
を
打
ち
黒
さ
れ
た
。
文

馨
に
記
さ
れ
た
「
ど
こ
か
他
の
場
所
に
駐
在
し
て
い
る
人
女
、
シ
ュ

メ
ー
ル
人
」
（
忌
書
ざ
寮
葺
書
鼠
①
一
⑳
雲
．
ぎ
目
p
。
Q
§
6
書
証
乙
一
一
ぴ
苧

（
ぽ
毎
p
H
（
？
窪
鰹
）
を
シ
餌
ル
ッ
パ
ー
ク
か
ら
他
の
地
点
に
移
さ
れ
た

ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
軍
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
た
。
ま
た
両
文
書
に
記
さ
れ

た
六
都
市
が
と
も
に
同
じ
順
序
に
鼓
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
も
っ
て
筆

頭
に
出
て
く
る
ウ
ル
ク
を
当
該
同
盟
の
指
導
的
都
市
で
あ
ろ
う
と
推

断
さ
れ
た
。

　
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
は
本
出
畢
（
第
六
章
）
に
　
「
シ
ェ
ル
ッ
パ
ー
ク
出
土

の
宮
殿
文
漁
日
」
と
寵
久
顯
船
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
加
川
く
、
フ
ァ
ラ
寧
く
堂
儲
の

性
質
と
「
表
題
」
に
も
と
ず
く
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
初
期
の
政
治
的
発

展
を
把
握
す
る
を
主
昌
的
と
さ
れ
、
ケ
ソ
ギ
ル
岡
盟
を
主
な
課
題
と

し
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
　
「
王
の
権
…
力
と
紐
繊
と
が
永
続
化
さ

れ
強
化
さ
れ
て
行
く
発
展
の
姿
は
初
期
王
朝
皿
の
初
期
に
5
3
け
る
シ

ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
（
フ
ァ
ラ
）
の
宮
殿
文
書
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
こ
れ
を

確
認
す
る
を
得
」
と
か
「
フ
ァ
ラ
文
書
か
ら
は
こ
の
時
代
の
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

な
政
治
状
態
は
た
だ
べ
つ
見
程
度
の
竜
の
し
か
得
ら
れ
な
い
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
と
北
方
の
キ
シ
ュ

や
シ
ッ
パ
ル
と
の
関
係
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
し
、
ケ
ソ
ギ
ル
岡
盟

諸
都
市
は
勿
論
他
の
都
市
か
ら
の
「
都
市
へ
の
訪
問
者
」
（
葺
瓢
（
試
C
）

二
例
一
）
が
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
隔
日
殿
に
…
斎
わ
れ
て
給
…
料
判
の
日
文
給
を
・
り
け

て
い
る
事
実
も
フ
ァ
ラ
文
書
を
引
い
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
拙
稿

の
主
題
は
「
ケ
ソ
ギ
ル
岡
盟
」
に
あ
る
の
だ
か
ら
尚
進
ん
で
㎜
剛
教
授

の
ケ
ソ
ギ
ル
同
明
皿
観
を
追
っ
て
行
き
た
い
。

三
　
ケ
ン
ギ
ル
同
盟
の
分
析
と
緊
窪
臓
（
冠
）
の
意
味

　
ヤ
コ
ブ
セ
ン
鋤
躰
授
に
　
「
ケ
ソ
ギ
ル
同
明
皿
」
と
い
う
政
治
的
概
・
怠
を

提
供
し
た
直
接
の
資
料
は
ダ
イ
メ
ル
が
そ
の
一
部
を
手
写
し
他
を
翻

字
し
た
窯
9
紹
と
属
。
．
潔
の
二
文
書
で
あ
る
。
ヤ
教
授
は
そ
の

論
文
の
脚
註
7
0
に
お
い
て
両
文
書
を
次
の
よ
う
に
翻
字
翻
訳
し
て
お

ら
れ
る
。
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瓢
ρ
罵
”
誌
邸
α
q
霞
償
磐
9
H
二
σ
q
卍
譜
δ
鱒
諺
号
夢
国
緯
塾
謬
鐸
鳶
譜
①
O

　
ピ
品
器
弘
一
三
ω
髪
煮
℃
唱
巴
（
和
謹
。
。
①
¢
讐
諺
臆
謹
露
び
甲
門
真
－
α
霞
葺
副
ρ

　
（
疑
。
ゐ
？
σ
q
鱈
U
q
－
含
詮
誓
ヨ
（
－
琶
ρ
）
渥
Φ
＜
．
警
出
凶
σ
q
旦
零
O
σ
q
騙
吋
鐸
鰹

　
寡
σ
曇
－
儒
営
午
焦
償
同
巴
峯
）

　
瞬
。
。
N
麟
”
忌
＼
マ
、
〉
噂
回
8
刈
園
鴎
〉
》
謹
1
1
忌
鴎
。
一
＼
▽
〉
℃
O
O
焔
遭
ぐ
罫

　
》
”
㎝
①
殴
ド
、
マ
鴫
・
力
…
、
〉
”
。
。
①
曽
侵
4
＞
減
働
θ
藻
翠
群
解
餅
C
捧
〉
》
Q

ま
た
Φ
恥
の
末
尾
を
、

　
σ
Q
昏
山
亭
溶
罐
O
α
q
蛋
讐
終
罫
（
一
郎
凄
⇔
辺
垂
？
2
μ
㍉
σ
Q
圃

　
砂
難
、
設
O
＞
鴇
簿
恥
じ
捧
〉
寿
”
☆
災
哉
、
X
緬
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
も
　
　
も

と
訳
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
訳
は
フ
ァ
ラ
文
書
の
綴
字
法
の
あ
い
ま

も
　
　
　
も

い
さ
の
た
め
試
訳
で
あ
る
と
こ
と
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の

試
訳
は
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
の
一
目
↓
訟
O
O
の
デ
ー
タ
か
ら
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

解
釈
か
ら
導
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
裏
面
二
行
照
の
巨
d
・

譲
d
・
囚
d
・
切
跨
を
罫
量
σ
『
魯
σ
『
9
「
と
ら
え
ら
れ
た
人
々
」

と
読
む
こ
と
は
正
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
訳
す
と
「
逃
亡

者
」
あ
る
い
は
「
捕
虜
」
の
意
と
な
っ
て
敵
側
の
記
録
と
見
ね
ば
な

ら
ず
、
フ
岬
，
ラ
出
土
と
い
う
文
書
全
体
の
性
質
か
ら
こ
の
訳
は
と
ら

な
か
っ
た
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
ヤ
教
授
は
三
無
の
（
　
）
の
う
ち
は
訳
さ
れ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て

簗
潜
は
ヤ
教
授
が
訳
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
一
行
上
か
ら
の
試
訳
を

行
っ
て
み
る
。

　
○
σ
昌
（
か
㎝
）
冨
ε
閑
三
（
ゐ
Y
量
び
弩
σ
即
困
畷
（
一
）
晒
屋
冨
－
σ
q
陣
（
b
。
）
O
蘇
ム
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
（
G
。
）
（
壁
σ
q
－
）
鋒
讐
B
（
∴
⇒
ρ
）
菊
。
＜
」
（
日
）
鋒
∴
鉱
σ
q
ぎ
鵯
O
σ
q
β
讐
鰍
（
b
。
）

　
一
〇
9
犀
巳
（
一
O
）
ム
窪
σ
警
σ
餌

面裏表

9翻激4
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ケンギル都宙隣盟について（中原）

　
　
「
県
社
を
と
っ
た
人
。
ケ
ン
ギ
（
地
名
）
。
ド
ゥ
ド
ゥ
、
与
え
ら
れ
た
手
の

　
も
の
、
合
計
六
七
〇
人
の
武
器
を
と
っ
た
人
」

　
こ
の
文
嘉
思
は
「
ウ
ル
ク
、
ア
ダ
ブ
、
　
ニ
ッ
プ
ー
ル
、
ラ
ガ
シ
ュ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し

シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
お
よ
び
ウ
ン
マ
か
ら
弼
集
さ
れ
た
軍
隊
は
ケ
ン
ギ

、
　
、
、
　
、
　
　
　
　
⑮

に
お
い
て
ド
ゥ
ド
ゥ
の
指
揮
に
与
え
ら
れ
た
も
の
。
合
計
六
七
〇
人

の
軍
隊
」
で
あ
る
。

　
ヤ
教
授
と
筆
者
と
の
両
文
書
の
解
釈
の
相
違
点
は
ヤ
教
授
が

図
①
雛
α
Q
睡
を
シ
浩
メ
ー
ル
の
地
と
解
さ
れ
た
の
に
対
し
て
筆
潜
は
こ
れ

を
後
述
す
る
よ
う
に
シ
ェ
メ
ー
ル
で
な
く
一
地
名
と
解
す
る
点
に
あ

る
。
軍
隊
の
駐
屯
地
が
ケ
ソ
ギ
で
あ
る
と
す
盗
点
で
あ
る
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
交
宇
国
¢
　
に
は
種
々
の
読
み
方
と
意
味
が
あ
る
。

α
鍵
P
岱
護
§
と
読
め
ば
、
　
「
居
住
す
る
」
、
「
滞
在
す
る
」
、
　
「
駐

在
す
る
」
の
意
と
な
り
、
こ
れ
を
α
僧
ダ
と
読
め
ば
讐
つ
か
む
し
、
「
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
」
、
「
と
ら
え
る
」
の
意
と
な
る
。
け
三
重
ご
（
σ
Q
秀
多
巳
）
と
読
め
ば

、
．
浮
育
む
継
父
．
．
　
「
武
篇
幡
」
、
「
刃
物
」
の
音
心
と
な
る
。
イ
シ
ソ
・
ラ
ル
サ

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
王
朝
表
に
も
た
と
え
ば
「
キ
シ
ュ
は
武
器
に
て

打
た
れ
た
」
（
薩
旅
鷺
σ
q
旅
囲
d
σ
㌣
讐
－
。
。
お
）
の
如
く
麟
¢
を
け
巳
（
鉦

の
音
心
に
用
い
て
い
る
。
な
ぜ
簸
者
が
冨
ε
罫
巳
（
山
欝
）
　
「
武
器
の

人
」
と
解
し
た
か
は
次
の
礫
曲
に
よ
る
の
で
あ
る
。
　
鷹
○
．
憲
の
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
行
に
は
ば
O
σ
q
ξ
瓢
終
¢
昌
餌
σ
q
禅
評
び
¢
・
区
α
と
記
さ
れ
第
二
行

に
は
島
。
嶺
》
創
聾
び
毅
と
の
み
記
さ
れ
、
以
下
数
字
と
都
市
名
と
の
み

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
書
法
は
シ
ュ
メ
ー
ル
の
伝
統

的
書
式
で
あ
っ
て
、
す
で
に
初
期
王
朝
－
期
の
ウ
ル
・
ア
ー
ケ
イ
ヅ

ク
・
テ
キ
ス
ト
に
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
同
種
類
の
事
項
を
列
記

す
る
場
合
に
は
最
初
に
完
全
な
事
項
を
記
し
、
そ
の
あ
と
は
数
量
と

男
名
、
あ
る
い
は
身
分
、
地
名
の
み
が
列
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ

り
、
時
に
は
数
量
と
事
項
の
一
碧
を
列
糊
し
た
あ
と
に
共
通
の
性
質

を
記
し
、
最
後
に
合
計
…
数
量
と
つ
く
ら
れ
る
文
書
の
性
質
と
が
記
さ

れ
て
い
る
の
が
行
政
・
経
済
文
書
の
う
ち
、
こ
の
種
の
も
の
の
一
般

的
書
法
で
あ
る
。
窯
○
幽
⑩
蒔
は
前
者
の
例
で
あ
り
、
翼
9
8
は
後

者
の
例
で
あ
る
。
窯
ρ
⑩
蒔
の
一
一
二
行
に
寓
O
σ
Q
謹
薇
＼
¢
津
瓢
σ
q
鳶
貼

　
もU
q
・
国
¢
と
記
さ
れ
て
お
9
、
ご
一
行
臼
に
は
塾
の
題
野
辺
斜
σ
蕊
と
略

記
さ
れ
以
下
同
様
の
形
式
で
四
都
市
名
と
そ
の
人
数
が
列
記
さ
れ
末

尾
に
「
A
鰹
計
六
五
〇
人
、
］
じ
¢
・
麟
d
師
瓢
・
O
囲
・
回
〈
同
し
と
説
四
さ
れ
・

　
　
　
　
　
へ

て
い
る
。
ビ
G
・
囚
¢
が
こ
れ
ら
の
入
々
の
身
分
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
隈
礁
を
ε
膣
巳
一
丁
へ
罫
さ
鱈
「
武
器
」
と
解
し
て
U
C
・

囚
d
を
ζ
ξ
一
二
（
－
㌶
）
　
、
武
器
の
人
」
と
読
め
ば
、
身
分
は
軍
人
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
匿
○
り
総
の
び
9
賦
¢
・
ズ
¢
・
切
〉
・
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を
㌶
け
’
斎
三
（
－
o
Y
島
牧
ヴ
覧
）
ρ
と
読
ん
だ
の
は
次
の
よ
・
’
3
な
理
慮
に
よ

る
。
そ
れ
は
初
…
期
王
朝
末
期
の
ラ
ガ
シ
凱
乱
叉
盤
削
に
劃
封
地
（
σ
Q
ぎ
蒼
詳
）

を
与
え
ら
れ
た
人
々
が
『
臨
画
。
；
賦
役
に
動
貴
さ
れ
て
給
与
を
受
け

た
記
録
が
多
数
見
乾
せ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
を
欝
｝
窪
目
『
臼
ξ
α
、
σ
ρ

「
ク
ル
↑
賦
役
）
を
と
っ
た
人
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
ま
た
使
用
人

や
職
員
を
ご
巴
溢
壁
ム
斜
ぴ
『
σ
9
　
「
。
ハ
ソ
を
と
っ
た
人
一
　
（
猛
欝
日
ω

ヵ
①
メ
ノ
、
嵩
ω
）
と
呼
称
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
熟
語
と
対
比
さ
し
て

　
　ピ
q
。
囚
ご
。
囚
d
。
切
誇
を
写
搭
ド
巳
（
一
Φ
）
ム
餌
プ
戦
き
餌
「
武
器
を
と

っ
た
人
」
　
と
訳
し
た
わ
け
で
あ
る
。
諸
ρ
，
窯
の
罫
峰
三
肖
三
を

α
ρ
び
『
σ
算
の
省
略
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
の
よ
う

に
試
訳
す
れ
ば
結
果
的
に
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
が
主
張
さ
れ
る
ケ
ソ

ギ
ル
同
盟
の
一
面
、
す
な
わ
ち
そ
の
軍
事
約
性
格
が
冒
そ
う
明
確
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
シ
ュ
メ
ー
ル
語
文
献
、
こ
と
に
あ
る
時
代
の
政
治
的
社
会
的
事
清

を
い
わ
ば
断
片
的
に
記
録
し
て
い
る
行
政
・
経
済
文
書
の
解
読
の
園

難
さ
は
、
　
一
方
に
お
い
て
は
細
部
に
お
い
て
は
直
な
お
解
決
さ
る
べ

き
問
題
の
残
さ
れ
て
い
る
シ
ュ
メ
ー
ル
文
法
に
依
拠
し
つ
つ
、
他
方

に
お
い
て
は
長
音
多
義
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
字
の
性
質
を
考
慮
し
て
解

読
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
に
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
文
書
に
置
い
て
次
に
問
題
と
な
る
の
は
潟
窯
・
○
｛
・

復
円
の
解
釈
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
ヤ
教
授
は
こ
れ
を
「
シ
ュ

メ
ー
ル
人
」
、
あ
る
い
は
「
ケ
ソ
ギ
ル
へ
軍
）
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
換

言
せ
ば
ヤ
教
授
は
今
日
定
説
と
な
っ
て
い
る
凄
－
。
亭
σ
q
澱
艦
影
。
轟
帥
じ

し
（
m
二
霞
昌
す
な
わ
ち
「
シ
ュ
メ
ー
ル
の
叙
し
と
解
さ
れ
た
。
両
文

書
を
翻
字
し
た
故
ダ
イ
メ
ル
も
窪
嬉
．
、
と
旨
を
隻
醇
玉
葛
蔓
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

と
し
て
い
る
が
こ
れ
を
シ
ュ
メ
ー
ル
の
意
味
に
解
さ
れ
た
。
そ
こ
で

シ
ュ
メ
ー
ル
文
献
で
は
こ
の
語
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

探
索
し
て
み
よ
う
。

　
ジ
ェ
ス
タ
ソ
の
手
写
し
た
フ
ァ
ラ
か
ハ
訟
“
集
の
・
つ
認
り
に
な
聞
く
の
役
脱
厭

者
が
あ
る
配
給
物
を
う
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
文
潜
に
は
、
三
σ
Q
－

①
剥
ぐ
両
譲
。
O
H
・
以
H
と
あ
り
（
、
鵠
G
e
O
鴇
・
○
｝
）
ン
，
・
評
O
o
　
）
、
池
の
土

地
の
地
積
を
記
し
た
文
磐
に
は
心
（
ぴ
鐸
Y
碁
離
＼
誘
客
・
0
7
隈
H
と

あ
る
（
一
ぴ
一
α
噛
『
㎝
o
O
O
ぴ
．
H
．
一
1
■
b
り
）
。
前
者
は
門
図
螺
・
O
H
・
ズ
H
の
エ
ソ

シ
職
」
、
　
後
者
は
「
鵜
賭
・
O
H
・
彫
目
の
土
地
四
ブ
ル
扁
の
意
味
で
あ
．

る
。
　
（
客
。
．
8
瓢
9
豫
と
も
綴
宇
は
こ
の
声
誉
に
記
さ
れ
て
い
る
。
）
　
こ

れ
ら
の
記
事
が
示
す
も
の
は
団
客
・
○
｛
二
自
は
シ
洗
メ
ー
ル
全
土

で
は
な
く
、
あ
る
地
名
と
解
さ
ね
ば
意
味
が
題
じ
な
い
。
ラ
ガ
シ
ュ

の
エ
ソ
シ
、
エ
ア
ソ
ナ
ト
ゥ
ム
（
目
p
ヨ
回
暮
巴
記
、
）
は
「
は
げ
謄
…
碑
「
文
」

IOO　（！0（1＞
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の
・
一
3
ち
に
彼
が
戦
っ
た
㎜
関
々
の
名
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
に
…

・
：
＼
〉
晦
干
m
㌦
く
琶
午
囲
回
p
－
貯
讐
＼
㏄
o
毒
＼
試
囲
・
鵠
窯
・
O
H
＼
・
：
・
：
〔
ア
ル
ア

を
破
壊
し
た
C
聚
H
・
国
守
・
O
H
の
シ
ュ
・
エ
を
…
…
」
（
図
。
く
・
＜
H
H
H
・

・。

ﾓ
）
と
あ
る
。
シ
ュ
・
エ
を
人
名
と
解
す
る
理
由
は
同
エ
ソ
シ
の
境

界
石
碑
文
A
等
に
彼
が
戦
っ
た
園
な
の
う
ち
国
名
の
み
を
記
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
と
国
名
と
鴛
署
名
と
を
併
記
し
た
も
の
が
あ
る
の
に
比
定
し
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
部
分
の
碑
文
の
内
容
か
ら
推
し
て
閉
7

図
鴬
・
Ω
目
は
都
市
名
・
か
特
定
の
地
名
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
治
世
二
年
の
一
⊥
叉
蛍
麟
（
O
℃
e
日
）
に
は
そ
の
末
尾
に

「
ラ
ガ
シ
ュ
の
王
ウ
ル
カ
ギ
ナ
の
妻
シ
ャ
・
シ
ャ
（
も
り
げ
鶴
プ
餌
）
は
ニ

ソ
・
ア
ス
神
（
職
器
？
㍗
。
。
ε
の
た
め
に
国
囲
・
膨
冥
・
○
溜
に
お
い
て

（
土
記
の
供
物
を
）
奉
献
し
た
」
と
あ
り
、
同
年
の
同
内
容
の
他
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

書
（
U
℃
・
ま
）
に
は
囚
｛
・
に
壌
・
○
が
・
劉
H
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
叙
上
列
記
し
た
記
事
か
ら
決
論
さ
れ
る
こ
と
は
鵠
翼
・
Q
H
・
際
卸

数
H
・
国
鳥
・
○
ゴ
図
H
・
図
瓢
・
O
同
ひ
顕
H
・
自
由
。
○
炉
・
国
H
　
と
記

さ
れ
た
地
名
は
い
つ
れ
も
シ
ュ
メ
ー
ル
全
土
を
旛
示
し
た
も
の
で
な

く
、
あ
る
地
名
な
い
し
場
所
を
示
し
て
い
る
固
有
地
名
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
　
d
℃
膳
0
の
践
目
・
熟
客
・
○
溜
・
凋
H
に
お
い
て
は
麹
H

認炉

@
ハ
一
①
弊
〇
一
，
嵩
尾
部
孚
叶
一
く
O
　
し
し
申
な
っ
て
　
H
〈
ゆ
溢
σ
q
｛
詫
　
τ
こ
㎜
男
刈
り
・
か
じ
一
柵
瀞
岬
常
同
窟
制
噸
の
・

る
い
は
地
名
の
姿
を
と
っ
て
い
る
。
シ
ニ
メ
ー
ル
翫
…
の
轍
職
偉
掌
法
が
不

規
則
で
あ
っ
た
Z
、
ラ
時
代
の
闘
窯
・
○
囲
二
自
は
綴
字
法
が
よ
う

や
く
安
定
し
て
く
る
初
期
王
朝
羅
の
中
期
ご
ろ
の
エ
ア
ソ
ナ
ト
ゥ
ム

時
代
に
な
っ
て
累
囲
・
繋
累
・
O
目
に
定
着
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ウ
ル
卜
師
ナ
王
時
代
の
文
書
に
は
9
が
○
溜
の
文
字
に
代
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
同
音
の
文
字
が
仮
借
さ
れ
て
し
か
も
同
義
に
用
い
ら

れ
て
い
る
場
合
が
行
政
・
経
済
文
書
に
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
そ
の

一
例
と
し
て
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
地
の
主
神
が

ニ
ン
・
ア
ス
神
と
そ
の
句
話
神
（
？
）
ニ
ソ
・
キ
ガ
ル
神
（
良
蜜
巳
臥
σ
q
巴
）

で
あ
．
り
、
ニ
ソ
・
ア
ス
神
の
神
官
長
は
「
頭
の
人
執
冨
〒
。
・
p
α
q
＆
密
⇔
鄭
あ
β
）

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
文
書
（
一
）
勺
■
　
㎝
瞬
闇
　
菊
⑦
く
．
　
H
．
）
に
よ
っ

て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
開
①
障
σ
q
一
の
所
在
場
面
は
現
在
の
と
こ
ろ
不

明
で
あ
る
。
砂
漠
か
山
嶽
か
に
近
い
要
衝
の
地
に
あ
っ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。

　
実
証
記
録
が
示
す
緊
ぢ
亭
α
q
一
は
シ
ュ
メ
ー
ル
地
方
に
あ
る
固
有

地
名
で
あ
．
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
ら
ば
次
に
生
ず
る
聞
題
は
こ
の

囚
窪
σ
Q
一
と
シ
ュ
メ
ー
ル
全
土
の
呼
称
と
な
っ
た
麟
9
σ
Q
一
と
の
関
係

は
ど
う
で
あ
る
か
。
こ
の
問
題
を
解
く
一
方
法
は
何
時
頃
か
ら

瞬
①
鵠
σ
笥
一
が
全
土
的
呼
称
と
な
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
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う
。
現
在
の
と
こ
ろ
ケ
ソ
ギ
が
全
土
的
音
心
尽
で
使
わ
れ
て
い
る
最
初

の
文
献
は
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ア
ソ
ナ
ト
ゥ
ム
一
世
と
そ
の
甥
エ
ソ
テ
メ

ナ
と
の
中
間
の
時
期
に
措
定
さ
れ
て
い
る
ウ
ル
ク
国
王
エ
ソ
シ
ャ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

シ
ュ
ア
ソ
ナ
（
一
田
口
も
つ
甥
ρ
嗣
ハ
償
ω
ン
僻
降
謬
伊
）
の
碑
文
で
あ
る
。
か
れ
の
一
碑
文

に
「
ケ
ソ
ギ
の
主
、
国
土
の
王
」
（
窪
巴
－
。
亭
σ
q
＝
賃
σ
q
㌶
圃
窮
一
二
ヨ
占
峯
）

の
称
号
を
、
か
れ
は
使
っ
て
い
る
。
ケ
ソ
ギ
が
全
土
約
意
味
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
誘
礪
は
、
六
主
要
都
市
の
結
成
し
た
全
土
約
意

義
を
屯
つ
た
ケ
ソ
ギ
（
ル
）
同
盟
の
本
部
所
在
地
ケ
ソ
ギ
（
ル
）
の
名

が
恐
ら
く
同
盟
．
崩
壊
後
の
あ
る
時
期
に
同
盟
の
全
土
約
意
義
が
圓
顧

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
の
資
料
が
示
す
と
こ

ろ
で
は
ケ
ソ
ギ
を
全
土
的
に
使
用
し
た
最
初
の
人
が
か
つ
て
の
ケ
ン

ギ
ル
同
盟
の
指
導
的
都
市
で
あ
っ
た
ウ
ル
ク
の
岡
王
で
あ
っ
た
こ
と

も
示
唆
的
で
あ
る
。

　
次
に
僅
少
の
二
つ
の
文
書
が
語
る
ケ
ン
ギ
ル
同
盟
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。

四
　
ケ
ン
ギ
ル
同
盟
の
組
織

　
翼
ρ
ゆ
ト
∂
と
ズ
9
Φ
騨
の
両
丈
書
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
の
解
さ
れ

る
如
く
同
性
質
の
交
書
で
あ
る
。
た
だ
9
4
号
文
書
で
は
六
都
市
か
ら

の
派
遣
軍
の
人
数
に
つ
い
て
各
都
市
か
ら
の
人
数
と
含
計
数
と
の
闘

に
雄
違
が
み
ら
れ
る
。
前
者
を
計
算
す
れ
ば
七
三
三
人
と
な
り
、
文

書
に
は
合
計
は
六
五
〇
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
誤
差
は
文
書
を

記
録
し
た
書
記
の
誤
記
か
、
翻
字
さ
れ
た
故
ダ
イ
メ
ル
教
授
の
誤
写

t
ダ
イ
メ
ル
は
人
数
は
両
文
書
と
も
シ
誕
メ
ー
ル
文
字
の
ま
ま
丹

念
に
手
写
さ
れ
て
い
る
一
か
あ
る
い
は
各
都
市
か
ら
は
じ
め
に
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

遣
さ
れ
た
員
数
の
う
ち
八
三
名
は
中
途
に
戦
死
か
病
死
し
て
同
盟
木

部
に
最
後
ま
で
駐
在
し
た
実
数
が
六
五
〇
名
で
あ
っ
た
か
の
い
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ケンギル同盟軍の講成表
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附記○内の数字は派遣員数の顧位，
　囁（）は文iilに記され嘗・る魚葎

　数を示す。

て
員
…
数
と
合
計
数
と
の
表
を
掲
げ
る
。

か
で
あ
ろ
う

九
二
号
文
警
で

は
各
都
市
の
派

遣
貝
数
と
そ
の

合
計
数
と
が
一

致
し
て
い
る
。

次
に
検
討
の
便

覚
上
爾
文
歎
国
に

記
さ
れ
た
都
市

順
に
し
た
が
っ
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中
原
「
ケ
ソ
ギ
ル
都
市
同
盟
に
つ
い
て
」
訂
正

一
〇
三
頁
上
段

　
　
　
　
　
　
　
メ
ズ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
一
〇
行
目
　
「
最
下
位
」
を
「
第
四
位
」
に
訂
正
。

　
　
一
五
一
六
行
目
　
「
バ
ラ
ン
ス
の
最
も
く
つ
れ
て
い
る
の
が
ウ
ン
マ
で
あ
り
」
を

　
　
　
　
　
　
抹
消
す
。

　
　
一
六
行
目
　
ラ
ガ
シ
ュ
の
上
に
「
ウ
ン
マ
」
を
入
れ
る
。

一
〇
三
頁
下
段
　
　
　
　
　
　
　
・

　
四
行
目
　
ニ
ヅ
プ
ー
ル
の
次
に
「
ウ
ン
マ
」
を
入
れ
る
。

　
五
－
八
行
鼠
　
　
「
⇔
」
項
を
抹
消
す
。

　
九
行
目
　
「
㊨
」
を
「
◎
」
に
訂
正
す
。
’

　
　
一
八
行
麟
　
　
「
（
×
＋
鱒
①
冨
挫
巳
ε
ご
を
「
（
×
＋
鱒
①
欝
窪
剛
包
．
⇔
豊
洲
σ
q
）
」
に
訂
正

　
　
　
　
　
　
す
。



ケンギル都了1．r阿盟iこついて（中原）

　
両
文
書
の
示
す
と
こ
ろ
で
は
六
都
市
か
ら
圃
盟
本
部
の
所
在
地
ケ

ソ
ギ
（
ル
）
に
派
遣
さ
れ
た
人
数
は
区
々
で
あ
っ
た
、
前
述
し
た
如

く
ヤ
コ
ブ
セ
ン
新
雛
投
は
両
文
勲
日
と
も
ウ
ル
ク
が
筆
丁
帝
都
み
巾
で
あ
る
た

め
同
都
市
が
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
た
。
今
こ
れ
を
派
遣
軍
人
員
数
の
点
か
ら
み
る
と
爾
文
書

と
も
ア
ダ
ブ
が
第
一
位
で
ウ
ル
ク
は
第
二
位
で
あ
る
。
両
丈
書
に
お

い
て
順
位
の
変
ら
な
い
の
は
ア
ダ
ブ
と
ウ
ル
ク
と
シ
ュ
ル
ツ
．
ハ
ー
ク

の
み
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
ッ
パ
…
ク
は
い
つ
れ
に
お
い
て
も
六
位
と
最

下
位
に
あ
る
。
ま
た
ウ
ン
マ
の
場
合
は
図
表
が
示
す
如
く
一
方
で
は

最
下
泣
に
あ
る
が
他
方
で
は
第
三
位
に
あ
り
、
合
計
数
で
は
一
二
位
と

な
っ
て
い
る
。
ニ
ッ
プ
ー
ル
の
場
合
は
一
方
が
三
位
、
他
方
が
五
位
、

ム
加
計
…
数
で
は
五
位
で
あ
る
。
ラ
ガ
シ
ュ
は
五
位
と
四
位
、
A
口
計
…
数
で

は
四
位
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
派
遣
人
員
数
を
分
析
し
て
み
る
と
順

位
の
変
ρ
り
な
い
も
の
は
一
位
ア
ダ
ブ
、
二
位
【
ウ
ル
ク
、
六
位
シ
ュ
ル

ツ
パ
ー
ク
の
一
二
都
市
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
の
最
も
く
つ
れ
て
い
る
の

が
ウ
ン
マ
で
あ
り
、
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
て
い
る
の
が
ラ
ガ
シ

ュ
と
ニ
ッ
プ
ー
ル
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る
⊥
ハ
都
市
同
盟
の
派
遣
軍
の
構

成
は
次
の
よ
う
な
規
約
あ
る
い
は
諒
解
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
の
　
派
遣
軍
・
の
割
当
は
そ
の
隅
園
力
に
対
応
す
る
あ
る
一
定
の
比
率

に
よ
っ
た
竜
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
ー
ア
ダ
ヅ
、
ウ
ル
ク
、
ラ
ガ

シ
ュ
、
ニ
ッ
プ
ー
ル
の
場
合
i

　
⇔
　
都
市
の
そ
の
蒔
の
事
情
に
よ
っ
て
＝
疋
割
蓋
率
に
達
し
な
か

っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
次
翻
に
お
い
て
、
そ
の
過
不
足
分
を
精
算
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
t
ウ
ソ
碑
、

の
場
含
一

　
⇔
　
岡
盟
派
遣
軍
の
維
持
費
の
分
担
比
率
以
上
を
負
担
す
る
場
合

に
は
派
遣
軍
兵
数
は
比
例
的
に
減
ぜ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
2

ー
シ
訊
ル
ッ
パ
ー
ク
の
場
舎
1
こ
れ
は
自
由
民
人
口
十
六
万
を

有
し
た
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
派
遣
軍
兵
数
が
最
下
位
で
あ
っ
た
点
と

ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
も
指
摘
し
て
お
ら
る
る
よ
う
に
フ
ー
ノ
ラ
文
書
の
う

ち
に
軍
事
的
性
格
を
も
っ
た
文
書
と
大
生
計
集
団
的
物
量
を
記
録
し

　
　
　
　
　
も
　
　
き

た
文
書
と
が
散
見
さ
れ
る
事
実
と
を
結
び
つ
け
て
の
推
測
で
あ
る
。

↓
o
Q
ω
“
①
Q
。
は
粘
土
板
の
断
片
で
あ
る
が
表
面
に
コ
一
九
の
立
派
な

衣
服
」
（
障
Φ
雰
σ
q
魯
品
・
）
「
六
八
の
や
ぶ
れ
た
衣
服
」
（
①
。
。
ま
α
q
｝
μ
三
）

と
あ
．
り
、
裏
面
に
「
擁
÷
b
⊃
①
倒
懸
の
人
、
ウ
ル
ク
」
（
z
＋
卜
。
⑦
露
げ
巳
（
巳

と
読
め
る
文
．
書
も
フ
ー
ノ
ラ
文
書
の
う
ち
に
見
繊
せ
る
。
こ
れ
は
ウ
ル
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ク
派
遣
軍
兵
の
衣
料
が
ζ
ル
ヅ
．
ハ
ー
ク
で
調
達
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
し
た
文
書
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
資
料
分
析
か
ら
の
，
推
論
は
僅
か
二
文
書
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。
フ
ァ
ラ
文
書
の
数
は
ダ
イ
メ
ル
、
ジ
ェ
ス
タ
ソ
の
串
版
し
た
も

の
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
未
発
表
の
粘
土
板
文
書
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

こ
の
種
の
文
書
が
眠
っ
て
い
る
か
竜
知
れ
な
い
。
　
（
ジ
ェ
ス
タ
ソ
は
一

九
五
七
年
に
、
　
一
九
三
七
年
の
日
Q
Q
“
の
補
遺
と
し
て
同
じ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

博
物
館
所
蔵
の
粘
土
板
文
書
か
ら
、
五
〇
偲
ば
か
り
を
追
加
し
て
手
写
胤
版
し

　
　
㊥

て
い
る
。
）

　
次
に
¶
ケ
ソ
ギ
ル
一
同
明
皿
の
軍
・
事
罠
的
は
轍
果
セ
刀
の
h
山
嶽
、
西
方
の
砂
漠

か
ら
の
蛮
族
の
シ
ュ
メ
ー
ル
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
防
禦
的
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
6
ω
ω
象
G
。
（
0
9

回
同
・
畔
）
に
讐
ρ
7
9
の
語
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
文
轡
の
表
爾
に
は
「
二
五
人
が
三
偲
の
パ
ソ
を
、
四
五
人
が

一
個
の
パ
ソ
を
、
二
八
人
の
女
（
目
P
一
）
が
一
個
の
パ
ソ
を
う
け
と
っ

た
。
（
こ
れ
ら
の
人
は
）
ヨ
鴛
摘
餌
（
後
の
ア
ム
ル
人
）
　
（
で
あ
る
）
」
と
記

さ
れ
、
裏
灘
に
は
「
大
き
な
パ
ソ
一
四
八
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
文
書
は
恐
ら
く
シ
ュ
メ
；
ル
○
地
に
西
方
の
砂
漠
か
ら
侵
入
し
て

き
た
野
蛮
な
遊
牧
民
（
マ
ル
ト
ウ
賦
ア
ム
ル
族
の
う
ち
）
の
う
ち
捕
　
虜
と

な
り
奴
隷
化
さ
れ
て
い
た
藩
へ
の
食
料
給
与
の
記
録
で
あ
．
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
所
謂
ア
ム
ル
人
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
人
民
は
初
期
王
朝

猟
の
初
期
時
代
に
す
で
に
ζ
メ
ー
ル
史
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が

’
知
ら
ノ
れ
“
⇔
。
　
齋
見
方
の
エ
ラ
ム
慮
↑
地
か
ら
1
の
亦
玖
楠
倣
の
侵
一
入
は
奴
蝋
隷
（
O
同
）
、

女
奴
（
σ
q
①
き
。
）
の
文
字
が
「
山
と
男
」
、
「
山
と
女
」
の
ム
至
思
文
字
で

あ
り
、
初
期
王
朝
－
期
の
ウ
ル
出
土
の
古
拙
文
書
の
う
ち
に
す
で
に

見
串
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
覗
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば

国
■
切
¢
霞
O
≦
。
。
の
d
翻
β
嵩
溢
P
鱒
㎝
り
文
書
の
表
面
に
人
名
が
記
さ

れ
、
裏
面
に
「
奴
隷
二
三
、
女
奴
一
二
し
（
b
。
ω
臼
＼
に
G
q
§
曜
ひ
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　
西
紀
前
三
千
年
紀
の
申
事
は
シ
ェ
メ
ー
ル
地
方
の
蜜
と
繁
栄
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
、

そ
の
最
盛
期
に
到
達
し
た
時
代
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
慮
嶽
、
砂
漠
の

野
蛮
人
が
こ
れ
を
ね
ら
っ
て
侵
攻
掠
奪
の
機
を
ね
ら
っ
た
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。

　
ケ
ソ
ギ
ル
周
扇
皿
の
‡
一
州
的
は
軍
・
事
的
φ
な
」
も
の
で
あ
・
つ
た
が
照
凹
時
に

同
盟
都
市
間
に
は
親
善
友
好
の
政
治
的
関
係
も
樹
立
し
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
が
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
五
都
市
か
ら
や
っ
て
き
た
多
数
の
人
た
が
シ
ュ

ル
ツ
パ
ー
ク
の
宮
殿
使
胴
入
に
登
用
さ
れ
給
与
を
う
け
て
い
る
事
笑
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が
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

　
　
く

　
↓
G
。
㏄
題
O
文
書
は
鷹
察
宮
（
昆
茜
ε
、
侍
従
（
護
H
《
巴
）
、
書
記

（
（
ヨ
σ
工
事
）
、
国
詰
？
σ
Q
巳
ρ
）
、
代
理
（
月
切
鰹
（
ヨ
H
）
等
上
級
の
宮
殿
使

用
人
の
給
与
表
と
考
え
ら
れ
る
が
こ
れ
ら
シ
謳
ル
ッ
パ
ー
ク
人
の
役

職
者
に
ま
じ
っ
て
五
都
市
か
ら
の
人
が
一
名
つ
つ
給
与
さ
れ
た
大
麦

の
数
量
と
そ
の
人
名
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
下
の
行
に
給
与
を
う

け
て
な
い
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
人
の
監
察
官
（
巳
ヨ
σ
q
薄
）
の
名
が
記
さ
れ

　
　
⑳

て
い
る
。
こ
の
五
名
の
五
同
盟
都
市
か
ら
の
人
は
恐
ら
く
シ
ュ
ル
ツ

パ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
使
節
で
あ
る
よ
う
に
も
解
さ
れ
る
。
こ

れ
は
初
期
王
朝
末
期
に
ラ
ガ
シ
ュ
と
ア
ダ
プ
と
の
王
妃
が
お
互
に
親

善
の
贈
物
を
交
換
し
た
際
薗
園
に
各
た
駐
在
し
て
い
た
入
が
そ
の
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
あ
た
っ
て
い
る
事
情
を
記
し
た
一
文
畿
口
（
結
目
O
一
¢
）
か
ら
の
推
測

で
あ
る
。

五
　
ウ
ル
古
拙
文
書
に
み
ら
れ
る
都
市
同
盟

　
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
は
初
期
王
朝
夏
期
に
描
定
さ
れ
．
て
い
る
ウ
ル
娼

土
の
古
拙
文
書
の
う
ち
に
す
で
に
都
市
同
盟
が
存
在
し
て
い
た
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
う
と
「
ケ
ソ
ギ
ル
諏
盤
」
の
原
型
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

　
ヤ
教
授
は
¢
切
ξ
さ
♂
〈
μ
C
同
図
蓬
餌
／
、
霧
一
。
髪
8
舞
富
＝
〉
撃

。
躍
a
o
8
㊦
4
ω
（
1
1
d
粥
層
鵠
）
嵩
○
・
Q
。
鐸
の
文
書
が
シ
ュ
メ
ー
ル
の
初

期
の
軍
事
組
織
を
示
す
資
料
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ

の
文
書
を
将
校
（
灘
午
ぴ
鋤
α
9
）
の
下
に
下
士
宜
（
償
σ
q
巳
ρ
）
に
引
率
さ

れ
た
兵
士
が
部
隊
（
償
同
ρ
1
ω
國
円
一
H
僧
）
に
編
成
さ
れ
て
い
る
そ
の
リ
ス
ト
で

あ
る
と
解
さ
れ
た
。
　
ま
た
同
教
授
は
び
①
σ
q
導
一
b
》
ン
匿
｝
誉
8
ω
。
9
r

目
憲
℃
鴨
霧
玖
9
騙
（
C
国
・
媛
H
）
の
（
瓢
す
．
馬
歯
鼻
）
捺
印
銘
お
よ
び
レ
グ
レ

ソ
の
こ
れ
ら
捺
印
銘
の
註
訳
を
も
と
に
し
て
謎
の
土
製
壷
に
捺
印
さ

れ
て
い
る
集
合
印
章
銘
の
う
ち
に
シ
．
ユ
メ
ー
ル
の
主
要
都
市
の
名
を

見
繊
さ
れ
た
。
　
す
な
わ
ち
図
①
終
ン
O
菩
p
畷
ユ
（
賭
ρ
お
ρ
琶
ご

や
劉
ぴ
H
詳
ン
伽
撃
び
2
¢
瓜
”
区
”
賦
¢
終
N
廷
霧
（
劉
。
・
下
り
）
の
名
」
を

見
患
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
教
授
は
こ
れ
ら
の
集
合
印
章
銘
は
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も

の
都
市
か
ら
ウ
ル
に
物
資
を
送
付
し
た
公
約
引
渡
し
の
集
奮
印
章
銘

と
解
さ
れ
た
。
こ
．
の
外
や
教
授
は
C
驚
8
ぼ
瓢
。
。
ω
①
O
に
〔
O
〕
同
・

図
客
。
閤
目
と
記
さ
れ
た
三
文
字
を
類
①
ゐ
早
σ
q
一
と
読
ま
れ
た
。
以
上

三
つ
の
デ
ー
タ
を
結
び
つ
け
て
ヤ
教
授
は
ケ
ソ
ギ
ル
都
市
同
盟
の
存

在
を
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ヤ
教
授
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
鋤
○
・
。
。
凝
文
書
を
詳
細
に
分
析
す
れ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
約
半
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
残

存
部
分
竜
か
な
り
・
文
無
が
消
さ
れ
て
い
る
。
表
爾
の
6
0
一
H
？
熔
に
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ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
①
）
b
。
H
q
α
q
伊
欝
…
…
＼
圃
）
卜
⊃
一
自
σ
q
巳
9
0
¢
O
み
震
＼
Q
。
）
卜
。
一
＝
α
q
巳
麟
〉
σ
々
＼
㊤
）

　
瓢
噛
む
帥
旨
α
斜
い
亨
ご
「
一
二
（
人
）
。
ウ
グ
ラ
は
某
。
二
一
（
入
）
。
ウ
グ
ラ

　
は
グ
ド
・
ト
ゥ
ル
、
一
＝
（
人
）
。
ウ
グ
ラ
は
ア
グ
。
ヌ
パ
ン
ダ
は
ル
ル

と
あ
り
、
裏
面
O
O
一
．
囲
一
山
に
、

同
）
σ
q
争
ρ
㌣
鴇
器
①
自
亭
ω
圃
学
監
ρ
質
午
σ
帥
昌
α
ρ
》
ヨ
震
と
争
ω
霞
＼
b
O
）
①
ω

p
午
び
μ
雷
餌
ρ
び
雪
ぎ
＼
ω
）
置
渉
郎
ウ
留
コ
鎌
㊤
ン
露
㌣
①
彰
霞
…
：
・
「
総
計
二
二

六
人
の
都
営
、
ヌ
・
バ
ン
ダ
は
ア
マ
ル
・
ウ
ド
サ
ル
。
六
三
（
人
の
郷
隊
）
、

ヌ
・
パ
ン
ダ
は
ル
ル
。
六
四
（
人
の
諸
隊
）
、
ヌ
・
パ
ン
ダ
は
ア
マ
・
エ
・

シ
ャ
ル
扁
：
・
：
・

と
あ
る
。
将
校
ル
ル
は
六
三
人
の
部
隊
長
で
あ
り
、
ル
ル
の
配
下
に

は
三
人
の
下
士
嘗
が
そ
れ
ぞ
れ
二
一
名
の
兵
士
を
引
率
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
将
校
ア
マ
ル
・
ウ
ド
サ
ル
の
ニ
工
六
人
の
部
隊
の

下
士
官
の
数
と
兵
士
の
数
と
は
表
面
O
o
一
．
H
一
－
以
下
に
記
さ
れ
て

い
る
が
文
書
の
破
損
の
た
め
第
一
行
を
の
ぞ
い
て
は
数
字
と
人
名
の

一
部
分
の
み
で
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
繊
来
な
い
。
残
存
し
て
い
る
文

字
の
最
後
は
…
…
〉
欝
属
学
㌘
＆
南
ρ
同
と
読
め
る
。
第
一
行
人
は
、
．
お

呂
撃
石
質
σ
q
巳
ρ
諺
霞
㌶
芝
露
－
σ
q
磐
、
．
「
結
集
さ
れ
た
四
三
人
、
ウ
グ
ラ

は
ア
マ
ル
・
ク
ガ
」
（
○
σ
O
o
ド
H
」
）
と
あ
る
。
窮
μ
あ
睡
学
鴫
ρ
の
語
意

は
結
集
さ
れ
た
（
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
’
の
一
巴
山
．
節
　
O
肖
　
㊤
c
σ
『
1
曽
⇔
）
人
民
曾
冨
母
煮
母
算
。
）
で

あ
る
。
膳
ω
。
陰
冒
晦
ρ
と
か
ト
⊃
一
（
駈
回
㍗
養
）
は
「
結
集
さ
れ
た
四
三
人
」
、

「（

居
W
さ
れ
た
）
二
一
人
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
四
三
人
と
か
二

一
人
と
い
う
人
数
は
…
1
（
粘
土
板
の
残
存
簸
所
に
。
。
・
。
”
鉢
の
数
字
と

痛
σ
q
巳
ρ
の
語
が
発
見
さ
れ
る
。
）
1
氏
族
（
凶
旨
旨
）
の
大
小
に
よ
っ
て
そ

の
属
族
内
の
各
小
家
族
（
O
）
か
ら
集
め
ら
れ
た
家
長
（
ρ
9
冨
）
や
壮
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、

（
　
　
　
　
《
σ
Q
∬
噌
髪
）
の
数
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
毎
で
ω
ゴ
，
－
毒
　
は
氏
族
単
位
で

結
成
さ
れ
た
部
隊
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
二
σ
Q
胤
欝
や
三
二
）
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

巳
P
は
歩
む
言
参
争
σ
q
鉱
「
渡
殿
の
ヌ
・
バ
ン
ダ
」
の
語
彙
が
示

す
よ
う
に
宮
殿
の
官
職
で
あ
る
が
恐
ら
く
＝
σ
q
巳
p
に
任
命
さ
れ
た

人
々
は
小
家
族
の
家
長
の
う
ち
の
画
名
か
で
あ
り
、
葺
で
び
貯
身
に

任
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
氏
族
長
（
斜
7
び
欝
一
ヨ
壱
自
警
）
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ニ
ニ
六
名
の
部
隊
長
と
な
っ
た
ア
マ
ル
・
ウ
ド
サ
ル
は
大
氏
族
長
、

六
三
名
の
部
隊
長
と
な
っ
た
ル
ル
は
小
氏
族
長
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と

ま
れ
初
期
王
朝
－
期
の
ウ
ル
の
古
拙
文
．
書
の
添
す
軍
事
組
織
は
王
権

と
氏
族
共
同
体
と
の
結
合
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

　
次
に
ヤ
教
授
が
緊
？
Φ
苧
σ
Q
一
と
読
ま
れ
た
づ
ρ
ω
①
O
導
爆
を
検
討

し
て
み
る
。
こ
の
文
書
も
大
部
分
が
破
損
さ
れ
て
い
る
。
数
行
の
残

存
箇
処
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
文
書
に
は
分
割
さ
れ
た
土
地
の
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地
積
と
人
名
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
欄
に
は
ご
b
。
（
び
宮
．
）
i
＼
鱒
）

蜘
薯
Y
＼
ω
）
繭
（
げ
ρ
・
Y
ピ
巳
亭
伸
暢
＼
僻
）
μ
（
σ
ρ
・
）
ぎ
寧
§
・

・
・
神
く
㎝
轟
（
琴
）
u
§
碁
ミ
①
）
叫
（
量
覧
ε
ぴ
・
弩
・
・
＼
刈
）

・・

w
σ
口
・
）
ω
（
・
犀
・
）
．
・
一
三
．
第
禰
は
殆
ん
ど
蟹
・
て
お

り
、
四
行
擬
の
残
存
部
分
に
〔
O
冨
・
調
合
・
囚
囲
と
あ
る
。
こ
の
四
行

臼
の
○
固
・
国
劉
・
黙
秘
を
地
名
と
す
れ
ば
第
二
欄
四
行
目
の
O
”
霜

と
岡
じ
性
質
の
地
名
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
フ
岬
ノ
ラ
交
需
の
場
合
と

同
様
に
シ
ュ
メ
ー
ル
全
土
を
指
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ヤ
教
授
が
集
合
印
章
か
ら
摘
出
さ
れ
た
都
市
の
う
ち
に
は
フ
ァ
ラ

・
叉
灘
出
の
山
ハ
都
壷
巾
同
明
皿
（
ウ
ル
ク
、
ア
グ
ブ
、
ニ
ッ
プ
ー
ル
、
ラ
ガ
シ
ュ
、
シ
　
艦

ユ
ル
ッ
パ
ー
ク
ウ
ン
マ
）
と
比
較
す
れ
ば
ラ
ガ
シ
ュ
、
ウ
ン
マ
と
シ
ュ
ル

ツ
パ
ー
ク
の
名
が
見
え
な
い
。
そ
の
代
り
に
ウ
ル
と
ラ
ル
サ
（
N
p
弓
貧

1
1
酎
・
饗
器
）
と
ケ
シ
ュ
（
キ
シ
ュ
で
は
な
い
〉
と
X
と
が
加
わ
っ
て
い
る
。

も
し
ウ
ル
を
同
盟
の
補
給
基
地
と
す
れ
ば
物
資
を
ウ
ル
に
送
達
し
た

と
す
る
集
合
印
章
に
ウ
ル
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な

い
。
ウ
ル
の
経
済
と
同
盟
の
経
済
と
は
別
掴
の
も
の
で
あ
る
か
ら
ウ

ル
が
そ
の
同
盟
分
担
費
を
同
盟
本
部
に
支
払
っ
た
と
す
れ
ば
解
釈
は

つ
く
。
筆
者
が
四
章
で
推
測
し
た
同
盟
費
分
担
の
義
務
が
こ
れ
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
”
μ
9
ω
⑰
①
文
書
の
O
H
・
同
道

・
穴
山
を
フ
ァ
ラ
文
書
の
肖
オ
・
O
咽
・
嘱
自
と
阿
じ
場
所
と
し
、
こ

こ
に
同
盟
本
部
が
置
か
れ
た
と
す
れ
ば
ウ
ル
の
立
場
は
フ
ァ
ラ
文
書

時
代
の
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
と
岡
一
の
立
場
す
な
わ
ち
ケ
ソ
ギ
ル
同
盟

の
補
給
基
地
と
な
っ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
ウ
ル
出
土
の
古
拙
文
献
の
行
政
文
書
か
ら
初
期
王
朝
－
期
時
代
の

シ
ュ
メ
ー
ル
に
お
い
て
は
す
で
に
軍
事
的
都
締
岡
盟
が
シ
払
メ
ー
ル

の
都
市
國
家
の
幾
つ
か
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。

お
　
あ
　
り
　
に

　
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
が
主
張
さ
れ
た
ケ
ソ
ギ

ル
同
盟
を
ヤ
教
授
と
同
様
に
行
政
文
書
を
資
料
と
し
て
種
々
検
討
し

て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ケ
ン
ギ
ル
圃
羅
そ
の
も
の
の
検
封
で
あ
っ

て
ケ
ソ
ギ
ル
同
八
丁
の
初
期
川
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
・
更
に
お
け
る
位
冊
駐
づ
け
に

つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
。
初
期
王
朝
－
時
代
の
都
市
問
擬
は
初
期

王
朝
翌
末
期
ま
で
同
盟
加
入
都
毒
の
変
化
は
あ
っ
た
が
続
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
都
市
同
盟
は
．
覇
権
都
市
の
出
現
に
よ
っ
て
一

端
崩
壊
し
、
そ
の
．
覇
権
都
市
の
没
落
後
再
び
い
わ
ば
第
二
闘
都
市
同

盟
が
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
都
市
同
盟
は
聞
か
つ
的
な
一
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時
的
の
政
治
現
象
で
あ
．
る
の
か
あ
．
る
い
は
初
期
王
朝
綴
時
代
ま
で
は

都
市
同
盟
と
い
う
政
治
形
態
が
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
覇
権
都
市

の
出
現
が
一
時
的
政
治
現
象
で
あ
る
か
の
問
題
な
ど
の
考
察
に
は
意

識
的
に
触
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
現
在
の
筆
者
は
は
っ

き
り
し
た
決
論
的
見
解
を
も
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ム
デ
ト
・
ナ
ス
ル
期
…
の
轟
又
脅
…
粥
に
筒
兄
ら
れ
な
か
っ
た
「
王
」
を

意
味
す
る
い
ご
（
ど
〆
ピ
の
文
字
は
ウ
ル
の
古
拙
文
身
に
は
多
数
見
出

さ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
人
名
の
構
成
要
素
と
し
て
で
あ
る
。
た
と
え

ば
ぴ
鴬
σ
q
酔
瓢
’
¢
繋
止
亭
σ
q
9
ワ
H
邑
α
ム
欝
「
ウ
キ
ソ
・
ガ
ル
が
選
ん
だ
臓
［
王
」

の
如
く
圏
王
患
現
の
事
情
を
示
唆
す
る
よ
う
な
人
名
が
見
出
さ
れ
る

（
¢
吋
、
門
類
。
。
9
離
鼻
）
。
鵜
、
人
文
』
の
上
掲
論
文
に
述
べ
た
如
く

巳
小
浜
㌣
σ
q
〔
二
は
本
来
は
氏
族
連
合
体
の
長
を
意
味
し
た
も
の
と
解
さ

れ
る
が
（
三
八
i
九
頁
）
、
　
ウ
ル
古
拙
・
文
謁
の
う
ち
職
員
録
と
日
さ
れ

る
一
文
雷
（
p
9
＝
じ
○
）
に
は
○
一
月
二
三
鼻
貯
σ
登
〔
二
「
ギ
ナ
（
人
名
）
、

ウ
キ
ソ
・
ガ
ル
し
（
ノ
μ
O
）
が
嵩
午
ぴ
》
口
島
P
？
σ
Q
猷
ド
一
「
宮
殿
の
ヌ
。
バ

ン
ダ
」
（
＜
一
①
）
、
σ
q
⇔
麟
巴
σ
Q
m
高
「
㍗
審
ミ
隠
脳
の
長
」
（
H
Φ
一
く
心
…
＜

ミ
馨
ξ
国
章
蛇
使
匝
（
…
。
・
）
な
ど
の
暴
悪
入
名
と
共

に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
前
代
に
は
ウ
キ
ソ
・
ガ
ル
は

す
で
に
王
権
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
軍
斑
令
官
の
如
き
地
位
に
あ
っ

た
武
官
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
d
じ
昌
目
灯
O
に
は
「
耕
地
（
σ
q
ぎ
）
、
お
（
ブ
ル
）
、
ω
O
（
グ
ル
）

の
種
穀
（
く
伍
O
　
昌
d
貫
μ
回
質
囲
吋
）
、
鱒
O
（
グ
ル
）
の
牛
の
鋼
料
（
警
σ
q
国
争
罵
O
）
、

エ
ル
シ
（
人
名
）
、
（
房
か
・
）
ド
呼
（
グ
ル
）
・
・
（
シ
・
）
の
大
麦

が
収
穫
さ
れ
た
（
似
Φ
①
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
用
語
や
書

式
は
初
期
王
覇
皿
末
期
の
経
済
文
潟
の
そ
れ
と
殆
ん
ど
岡
じ
表
現
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
製
作
年
代
が
初
期
王
朝
王
期
に
描
定
さ
れ
て
い
る
ウ
ル
丈
書
、
X

～
斑
期
の
交
の
フ
プ
，
ラ
文
書
は
瓢
期
末
期
の
行
政
・
経
済
文
書
に
較

べ
て
、
そ
の
文
字
の
古
拙
、
綴
字
法
の
不
定
、
表
現
の
単
純
な
ど
の

差
違
は
認
め
ら
れ
る
が
同
じ
性
格
を
も
っ
て
い
る
重
要
な
初
期
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
の
社
ム
ム
経
済
円
中
く
の
研
庖
九
資
料
　
で
あ
り
、
η
て
の
一
語
の
口
入
勲
記

は
政
治
史
の
研
究
資
料
と
も
な
り
う
る
文
献
で
あ
る
。

　
故
以
ピ
じ
鼠
鑓
9
教
授
以
後
は
こ
れ
ら
文
潔
日
の
資
料
的
…
価
値
を
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

視
し
が
ち
の
欧
米
学
者
の
聞
に
あ
っ
て
、
米
騨
ア
ッ
シ
リ
ア
学
の
心

学
ヤ
コ
ブ
セ
ン
教
授
が
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
政
治
史
研
究
に
そ
の
賛
料
と

し
て
こ
れ
ら
文
書
を
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
こ
の
方
．
蘭
の
実
証
的
研
究

を
一
歩
前
進
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
ま
こ
と
に
慶
賀
す
べ
き
業
績

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

108　（108＞



ケンギル都衛罰盟について（・｝．源．）

①
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
油
京
大
繭
南
ア
ジ
ア
魚
蝋
会
第
マ
Q
号
（
一
九

　
山
ハ
一
二
）
　
一
〇
九
一
一
二
隅
頁
。

②
　

『
人
文
』
京
火
教
養
蔀
　
第
九
集
（
一
九
六
三
）
三
六
…
八
．
頁
、
四
一

　
」
二
頁
。

③
ω
●
客
麟
5
ヨ
Φ
び
出
お
ω
毒
拓
一
士
μ
。
。
噌
〇
三
＄
σ
q
o
δ
8
や
。
。
Q
。
1
ゆ
．

④
　
囲
・
ヅ
幽
「
回
】
ρ
犀
○
昌
。
～
、
”
ω
O
a
o
什
図
巴
ρ
島
o
Q
挫
p
け
①
一
つ
》
討
9
0
瞬
詳
該
Φ
ψ
o
℃
？

　
貯
ヨ
智
”
Q
Q
戸
ご
買
Φ
び
岩
。
砂
o
o
ノ
＜
”
同
⑩
切
ゆ
．
℃
．
一
一
の
脚
註
4
お
よ
び
嗣
）
．
障
り
ピ

⑤
ヨ
骸
ぬ
p
き
p
は
影
二
面
筒
一
甲
p
（
δ
で
あ
ろ
う
。
づ
6
賂
σ
q
・
ぎ
些
ミ
奴
翁
㎞
ミ

　
「
貯
蔵
所
」
、
「
置
場
」
な
ど
の
意
が
あ
る
。
し
か
し
こ
x
で
は
ヨ
p
鰹
堕
ゴ
θ

　
と
書
か
れ
ず
、
営
騒
機
欝
出
罫
引
ρ
鰹
0
9
ぎ
み
（
δ
と
「
σ
Q
｛
ぎ
の
ヨ
p
鐙
の
卿

く
に
分
析
さ
れ
、
所
有
格
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
困
乏
に
わ
け
て
諺
の
絶

　
（
ミ
鳶
鰻
）
「
境
界
」
、
σ
q
ぎ
を
ρ
脈
㌣
σ
Q
筒
H
霊
富
難
禅
○
び
・
「
地
域
」
　
「
土
地
」

　
の
意
味
に
と
っ
て
「
土
．
地
の
境
界
」
「
地
域
の
境
界
篇
、
「
置
劉
地
」
と
し
、

　
ω
船
張
は
「
頭
」
で
あ
る
か
ら
讐
p
鰹
σ
q
守
ご
貯
都
σ
q
を
「
主
要
な
区
湿
地
」
す

　
な
わ
ち
政
治
的
意
味
に
と
っ
て
「
主
要
な
行
政
区
臨
「
州
」
の
意
に
解
す
る
。

⑥
［
］
内
は
鱒
行
以
下
破
損
欠
号
の
と
こ
ろ
を
↓
｝
三
な
建
む
霧
σ
q
ぎ
の

　
解
釈
に
岡
除
し
て
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
．
彼
は
㊧
．
行
以
下
を

　
．
．
〉
瓢
も
り
ω
①
暁
〉
武
勲
果
ご
＼
（
竃
剛
⇒
H
ぐ
｝
三
σ
Q
嘱
魚
。
げ
ρ
＼
（
一
p
。
。
2
．
o
鑓
一
）
㌶
罫
0
2
0
誘

　
げ
ρ
蓉
ρ
〔
≦
伍
三
〇
鳥
霧
℃
霧
Φ
。
陰
障
田
村
メ
δ
p
ぴ
缶
σ
q
骸
p
風
袋
．
劉
。
α
q
o
σ
q
①
げ
。
菖

　
と
訳
さ
れ
て
、
⑯
行
の
「
か
ら
」
（
夢
）
の
文
法
要
累
を
坐
か
さ
れ
な
か
っ

　
た
。
筆
者
は
こ
の
欠
交
中
に
ラ
ガ
シ
ュ
の
乱
地
仙
歓
の
帆
総
港
（
伽
寡
∴
翻
σ
q
圃
一
一
鰹
で

　
巴
α
q
囲
昌
　
　
初
期
王
朝
期
…
文
献
…
の
α
q
？
鋤
嵩
旅
α
）
と
ア
ッ
カ
ー
ド
王
猛
と
が

　
詑
録
さ
れ
て
い
た
で
・
あ
ろ
う
と
ア
ッ
カ
ー
ド
王
マ
ニ
シ
ュ
ト
ゥ
ス
の
オ
ベ

　
リ
ス
ク
碑
文
の
「
倉
計
」
欝
式
か
ら
推
測
し
た
い
。
ア
ッ
カ
エ
ド
語
の
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
ペ
リ
ス
ク
碑
｛
又
の
　
一
州
爾
か
一
引
揖
ふ
」
等
μ
ゾ
い
、
　
0
ほ
¢
－
ツ
朔
祠
Ω
H
箔
　
刈
　
（
甲
d
野
d
り
肇
（
〉
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
く

　
　
　
　
く

　
H
＜
．
⊆
月
ソ
。
厚
G
－
窯
囲
O
一
窯
日
O
O
¢
労
C
㏄
（
ン
脅
＜
．
日
ω
y
G
G
¢
－
瓢
｝
O
剛
名
㏄
d
－

　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
翼
H
O
目
宕
日
圃
O
¢
影
d
り
e
（
〉
．
く
．
誤
）
と
あ
る
。
石
柱
磯
旧
文
に
は
¶
五
ブ
ル

　
の
σ
q
継
コ
ρ
ヨ
び
簿
苧
び
p
σ
q
骸
変
と
五
ブ
ル
の
α
q
噛
↓
嵩
σ
Q
助
7
σ
q
轡
マ
ヨ
p
プ
し
篇
の
合

　
計
蒙
自
∴
ば
喩
轟
）
　
一
〇
ブ
ル
の
土
地
」
（
ヵ
。
〈
9
H
嵩
●
α
一
Q
◎
）
と
記
さ
れ
て
い

　
る
よ
う
に
合
計
地
鳥
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
も
し
贋
柱
碑
文
の
㈲
行
潅

客
薙
饗
＋
薯
憂
二
ω
雪
・
・
が
馬
繋
に
荒
れ
幕
傷
掛

　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
△
釦
計
で
あ
る
な
ら
ば
、
総
．
計
と
紀
録
さ
る
べ
ぎ
筈
で
あ
る
。
ま
た
も
し

　
そ
れ
が
碑
文
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
諸
合
計
と
同
性
質
の
も
の
な
ら

　
ば
㈹
行
日
の
合
計
地
．
凝
と
な
る
聖
体
的
な
土
．
地
名
と
そ
の
地
諮
ハ
と
が
記
録

　
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
記
さ
れ
て
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば

　
㈲
貸
目
の
上
は
石
碑
が
広
い
空
白
（
二
二
。
二
8
痴
態
男
窪
一
こ
と
な
つ

　
て
い
る
が
そ
こ
は
破
損
さ
れ
て
（
ρ
σ
σ
Q
O
σ
同
，
O
O
甥
O
P
）
い
る
の
で
は
な
い
か

　
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
㈹
行
難
の
合
計
地
績
と
眉
柱
碑
交
に
詑
さ
れ
た
下
土

　
地
名
と
諸
地
諮
【
と
は
別
傾
の
も
の
の
含
計
地
稜
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
ア
ッ
カ
…
ド
董
が
ア
ッ
ヵ
…
ド
の
外
に
王
鯉
の
も
の

　
と
し
て
継
承
し
た
重
地
の
合
計
、
す
な
わ
ち
シ
ュ
メ
。
ー
ル
の
地
縫
と
考
え

　
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ラ
ガ
シ
ュ
の
地
積
は
欠
損
し
て
い
る
最
後
の
と

　
こ
ろ
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

⑦
前
掲
拙
稿
｛
一
八
頁
。

⑧
隅
一
一
九
頁
。

⑨
ル
…
ガ
ル
ザ
ッ
ギ
シ
が
ラ
ガ
シ
晶
に
侵
入
し
て
こ
れ
を
大
掠
奪
し
た
状

　
態
を
後
に
記
し
た
一
文
書
に
ウ
ル
山
下
ナ
の
称
号
を
ご
α
q
巴
ぴ
ρ
σ
Q
騒
瓢
と

　
せ
ず
、
ラ
ガ
シ
ュ
の
一
地
鼠
ギ
ル
ス
（
戴
霧
口
話
）
の
王
と
記
し
て
い
る
。
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（
弓
げ
g
窓
離
漿
け
巴
磯
貯
”
σ
δ
の
償
ヨ
震
駒
。
げ
①
昌
　
銭
雛
　
〉
巴
（
ρ
鳥
騎
。
プ
Φ
挿

　
類
α
巴
σ
q
旨
ω
o
旨
陀
＄
昌
（
1
1
Q
告
》
緊
と
略
す
）
ψ
帆
○
。
）
。
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
フ
氏

　
は
う
ガ
シ
ュ
の
失
地
を
5
0
％
以
上
と
見
瀧
っ
て
い
る
。
（
り
貯
犀
。
昌
。
／
．
”
o
℃
・

　
o
欝
．
や
ト
つ
り
一
）
。

⑩
N
。
冨
。
年
葬
｛
費
〉
霧
｝
鼠
。
ざ
α
q
陣
⑦
累
屑
」
。
。
（
お
鵯
）
ω
ω
’
㊤
目
一
心
9

＠
歴
覧
ω
Q
D
」
卜
。
O
I
卜
）
幽
く
囲
℃
巴
ρ
8
男
。
8
巳
ω
貯
。
営
ω
巨
歪
署
葵
に

　
お
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

⑫
〉
．
U
①
貯
ぎ
訓
だ
冒
陸
ω
○
冨
津
ω
げ
Φ
拷
8
壁
伍
周
ρ
峯
（
潔
。
H
霧
畠
肖
蓉
零

　
く
O
謬
三
戸
憎
ρ
H
崇
）
P
O
卜
。
ω
…
舅
9
崇
尉
凝
H
（
づ
N
鳴
）
略
号
、
以
ρ
り
P
翼
9
㊤
餅

．⑱

@
H
同
日
．
質
O
O
は
拙
稿
　
、
シ
ュ
メ
ー
ル
都
宙
瞬
家
と
「
瞬
土
偏
の
人
口
に

　
つ
い
て
」
の
一
一
九
頁
に
訳
出
し
て
い
る
。

⑭
鐙
實
讐
は
巳
σ
q
詠
午
誇
ぎ
あ
自
旨
〉
弦
鱒
警
q
・
瓢
壁
－
ヨ
ρ
〉
診
段
舞

　
「
乎
に
与
え
ら
れ
た
も
の
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
窯
葵
．
ド
画
に
暮
露
の
ア
マ

　
ル
・
キ
の
配
下
・
が
謬
団
α
q
戯
⇔
－
伽
α
び
ρ
山
ρ
げ
恥
ふ
伽
（
O
属
び
曾
ゐ
勲
｝
9
び
ふ
伽
）
「
イ
干
の

　
も
の
と
し
て
連
れ
て
費
か
れ
た
し
（
〇
一
）
層
H
●
一
－
圃
）
と
あ
る
。
こ
の
文
欝
に

　
は
動
h
員
さ
れ
た
入
名
［
と
死
春
の
筆
名
と
が
指
揮
蒋
の
瑞
と
と
も
に
記
さ
れ

　
て
あ
茄
り
、
　
文
港
“
の
申
木
尾
に
　
．
、
卜
⊃
Φ
路
｛
σ
q
－
鰍
信
　
「
丸
山
ハ
名
の
㎡
す
に
あ
サ
の
3
も
の
」

　
　
　
指
揮
考
の
も
と
で
働
い
た
生
…
存
蒋
　
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
舅
鐙
ρ

　
目
同
・
O
も
。
に
は
、
．
澄
鍵
昧
①
ω
銭
亭
臼
巴
、
「
ロ
バ
に
与
え
ら
れ
た
大
褒
」

　
「
与
え
ら
れ
た
ロ
、
バ
の
大
喪
」
（
図
①
く
．
H
H
陰
鼻
）
と
あ
る
。
　
こ
の
外
．
．
敬
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
同
影
筥
¢
跡
ω
¢
営
．
り
「
与
え
ら
れ
た
鍾
穀
」
（
日
ω
o
Q
G
Q
ω
卜
。
”
○
び
・
麟
’
G
◎
）
珍

　
ω
餌
巳
諺
ρ
（
8
策
．
Q
◎
ト
っ
ρ
閑
。
～
、
●
H
●
b
o
）
礁
β
ω
β
旨
（
皆
誌
刈
㎝
ど
）
の
表
現
が

　
見
ら
れ
る
。

⑱
人
名
と
し
た
が
む
し
ろ
受
託
函
巴
a
回
（
ミ
肉
、
野
ミ
亀
ぎ
）
「
蛇
使
い
」
の

　
語
が
示
す
よ
う
に
O
¢
．
O
¢
・
ざ
節
山
飼
い
V
一
9
罫
に
（
検
～
【
ミ
）
「
追
い
立
て

　
る
」
、
　
…
，
つ
れ
て
行
く
」
、
　
「
灘
く
」
の
意
に
と
っ
て
「
占
象
春
」
と
解
す

　
る
方
が
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
フ
ァ
ラ
盗
癖
は
は
．
．
b
Q
（
　
　
く
ρ
昌
α
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
『
島
高
道
＼
ヨ
戸
鍼
山
9
ゆ
㌶
げ
、
．
「
二
（
頚
の
獄
バ
、
）
ル
ラ
ル
、
蛇
使
い
」
（
門
ω
し
C

　
卜
⊃
b
⊃
卜
⊃
鴇
崇
H
■
這
；
Q
◎
）
、
．
、
H
障
煮
＼
O
午
偉
環
＼
讐
虹
駆
山
巴
巴
μ
、
、
「
一
イ
ク
（
の
土

　
地
）
、
ド
ウ
・
ド
ク
、
蛇
使
い
㎏
（
り
O
ト
っ
噌
H
●
日
…
Q
Q
）
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。

　
ラ
ガ
シ
払
の
ウ
ル
・
ナ
ン
シ
ェ
王
の
「
，
家
族
碑
文
」
　
の
う
ち
に
驕
欝
嵩
9
巴

　
と
い
う
「
蛇
使
い
」
が
重
臣
と
し
て
取
級
は
れ
て
い
る
。

⑯
　
⇔
o
ヨ
副
○
♂
ω
び
α
Q
Q
◎
卜
⊃
団
）
。
ま
た
ウ
ル
第
一
二
薫
朝
時
代
の
肴
歎
交
書
に

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
く

　
は
（
び
¢
）
○
｝
㏄
．
閉
¢
圓
憐
・
累
¢
幽
ゆ
ン
．
重
切
（
写
）
σ
q
詳
搾
巳
白
｝
－
？
魚
鮮
σ
『

　
σ
餌
ヨ
。
「
武
器
を
と
っ
た
人
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
顕
彊
湊
。
）
．
”
彰
三
で

　
O
翫
ρ
質
8
ρ
σ
一
①
げ
㏄
一
冨
睦
ぴ
○
鵠
9
巴
ノ
、
弾
門
畠
ω
①
嵩
比
津
O
ツ
幽
環
紛
0
餌
貫
μ
層
男
〔
自
け
擁
囲
・

　
翼
○
μ
餅
勾
O
＜
融
三
岡
）

⑰
　
蜀
帥
　
，
騨
H
蹟
の
序
文
、
　
一
五
．
頁
。

⑬
　
ウ
ル
ク
、
ウ
ル
、
キ
・
ウ
ト
ウ
と
父
を
交
え
、
ミ
シ
メ
を
撃
破
し
、
ア

　
ル
ア
を
破
壊
し
、
…
…
ヅ
ヅ
、
ア
タ
シ
ャ
ク
の
．
王
（
N
苧
N
信
＼
貯
σ
q
鎗
〉
回
マ

　
倒
置
ハ
嚢
）
を
ア
タ
シ
ャ
ク
に
追
撃
し
た
等
々
。
嗣
．
石
．
穂
の
第
蹴
剃
か
ら
鎮
瞬

　
欄
に
か
け
て
記
録
し
て
い
る
。

⑲
図
・
！
、
ン
肖
鍋
9

⑳
○
辱
○
餌
（
蒼
8
冨
Ω
鉱
窪
。
鴎
切
違
｝
・
｝
霞
㌶
（
ρ
で
寓
ン
、
o
一
轡

　
O
げ
即
℃
．
図
回
嵩
）
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
年
茨
偏
に
よ
る
。

　
↓
ず
¢
器
孚
〒
O
費
瓢
σ
q
一
轟
ω
〉
開
ω
．
同
㎝
①
（
9
）
＜
ρ
。
幣
。
｝
心
一
㎝
）
　
に
記
載
。

　
レ
．
勺
O
O
σ
O
則
の
翻
字
翻
訳
に
な
る
同
王
の
一
碑
文
に
は
同
王
は
キ
シ
ュ
王

　
エ
ン
ピ
・
イ
シ
ュ
タ
ル
を
捕
虞
に
し
た
と
記
し
て
い
る
。
　
（
〉
・
憎
。
¢
σ
o
ご

　
鵠
冨
8
艮
。
巴
↓
○
冥
護
（
¢
累
℃
切
ω
！
d
回
H
く
”
客
ρ
一
も
．
犠
b
⊃
ソ
年
代
は

　
○
β
鳥
鼻
。
℃
・
鼠
鉾
の
偏
牛
表
に
よ
る
Q

He　（110），



ケンギル都市同難について（中屠○

⑳
肉
こ
＄
9
ど
瓢
8
く
亀
。
ω
8
欝
玄
。
暮
霧
Q
り
§
拓
ユ
。
琶
。
砿
臼
警
冠
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
℃
℃
巴
幽
帥
麟
㌶
轟
々
ひ
Φ
U
、
『
紳
斜
昌
σ
¢
一
”
℃
㊤
ユ
㎝
H
Φ
㎝
刈
一
瓢
8
ω
も
e
一

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
6
Q
o
も
な
”
8
欝
σ
ざ
洋
。
も
摩
も
。
β
ヨ
φ
ユ
①
嵩
昌
O
Q
謄
α
①
㏄
¢
思
痛
℃
唱
巴
凶
O
G
昌
G
。
o
コ
、
ひ
。
む
。
ρ
潭

　
譲
添
い
ゆ
。
伽
o
Q
肇
け
ρ
鐸
び
。
巳
”
勺
9
甑
も
6
日
O
ω
メ

⑳
　
○
㍗
O
ρ
鳥
（
訓
O
℃
．
語
幹
℃
’
μ
卜
⊃
．
に
．
て
ギ
ャ
ボ
は
顕
示
繁
栄
．
の
現
象
は

　
単
に
ウ
ル
の
王
慕
の
載
雑
な
適
適
品
に
ム
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
バ
ビ
ロ

　
ニ
ア
に
観
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
第
四
王
朝
の

　
轟
八
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
凱
双
さ
れ
た
＋
動
議
園
、
小
ア
ジ
ア
の
8
0
鴨
団
圃
H
．
儲
期
の

　
豪
華
な
宝
庫
、
ブ
・
ポ
ソ
テ
ィ
ス
南
の
ド
ラ
ク
（
O
・
養
5
の
三
毛
に
示

　
さ
れ
て
い
る
鄭
く
こ
の
時
期
の
古
代
世
界
に
共
麗
し
た
も
の
で
あ
る
と
述

　
べ
て
い
る
。

⑳
⑩
⑦
（
匂
謄
闘
㌶
）
．
ω
甲
σ
q
学
び
ミ
⊆
さ
α
q
窪
＼
三
園
賭
二
B
器
α
ミ
巳
巳
α
q
騨
（
○
び
．
H
員

　
一
ひ
⊃
一
囲
く
一
l
G
◎
）
「
九
六
（
シ
ラ
の
大
照
災
）
、
シ
ャ
グ
パ
、
ウ
ル
ク
（
の
人
）
、
礼

　
ウ
ル
・
ヌ
ム
シ
ニ
ダ
、
二
ご
5
σ
q
騨
」
り
O
び
昏
－
σ
餌
戸
当
－
自
ρ
α
q
＼
¢
き
ヨ
親
調
＼
に
－
σ
q
β
α
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
ら
9
σ
q
山
び
N
二
＼
三
ヨ
σ
q
ご
（
《
o
野
回
／
．
・
Q
◎
…
ご
ソ
リ
①
に
ら
牢
α
＼
ン
自
9
ぴ
鷺
＼
¢
㍗

　
畠
裟
缶
山
昌
戸
畑
ム
欝
＼
H
隊
ヨ
α
q
帥
脱
（
、
物
¢
く
」
！
．
．
ω
一
①
ソ
リ
①
G
マ
飢
O
ε
回
メ
7
N
く
窯
8
鴨
露
嚢

　
＼
湯
6
蛋
魏
嵐
Q
Q
汐
O
ム
欝
＼
賭
ヨ
β
σ
q
貯
．
（
切
。
く
’
臨
く
‘
刈
一
日
O
）
と
・
あ
る
Q
ウ
ル
ク
、

　
ウ
ン
マ
、
ア
ダ
ブ
、
ニ
ッ
ブ
：
ル
か
ら
の
入
名
は
記
さ
れ
て
あ
る
が
こ
の

　
腐
土
板
は
表
繊
第
七
欄
か
ら
裏
諏
第
罵
欄
全
部
と
第
二
、
薫
欄
の
下
半
分

　
が
破
損
し
て
い
る
の
で
「
ラ
ガ
シ
蕊
し
か
ら
の
人
は
こ
の
部
分
に
記
さ
れ

　
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
誤
り
な
か
ら
う
。
　
窯
ぎ
σ
q
一
答
ミ
平
炉
に
は

　
く
。
σ
q
世
珍
Φ
～
く
錠
α
な
ど
面
々
の
意
味
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
　
初
期
王

　
朝
末
期
に
お
い
て
は
動
蔑
（
奴
隷
）
．
不
動
醗
の
売
買
行
為
が
成
立
し
た
時
、

　
そ
の
旨
を
告
知
す
る
響
岩
を
費
う
世
話
役
は
議
職
事
貫
で
あ
っ
た
。

⑳
　

こ
の
ガ
八
瀧
口
は
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ン
シ
、
ル
ー
ガ
ル
ア
ン
ダ
払
粥
世
鷲
寛
牛
の
も

　
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
ア
ダ
ヅ
の
エ
ン
シ
妃
ユ
ン
・
ア
グ
リ
グ
・
テ
ィ
が

　
ラ
ガ
．
シ
函
の
エ
ン
シ
妃
バ
ル
ナ
ム
タ
ル
ラ
に
晒
一
物
を
し
た
黙
即
ア
ダ
ブ
の
エ

　
ン
シ
妃
の
臣
ア
ネ
ダ
ヌ
メ
ア
が
ア
ダ
ブ
に
滞
在
し
て
い
る
ラ
ガ
シ
ュ
の
人

　
マ
ア
ル
ガ
ス
グ
と
と
も
に
ラ
ガ
シ
ュ
に
贈
物
を
群
蓋
少
し
た
。
そ
の
際
ア
ダ

　
ブ
の
エ
ン
シ
妃
は
マ
ア
ル
ガ
ス
グ
に
一
蔚
の
衣
類
を
与
え
た
。
こ
れ
に
鰐

　
し
て
ラ
ガ
シ
．
一
の
エ
ソ
シ
妃
は
ア
ダ
ブ
の
エ
ン
シ
妃
に
返
礼
の
贈
物
を
し

　
た
。
マ
ア
ル
ガ
ス
グ
が
ア
ダ
ブ
に
同
行
し
た
（
？
（
ギ
α
q
ヨ
）
。
ラ
ガ
シ
ュ
の

　
エ
ン
シ
妃
は
い
仕
を
単
帰
し
た
ア
ダ
ブ
の
人
ア
ネ
ダ
ヌ
メ
ア
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

　
て
三
着
の
衣
類
と
一
吻
蟹
の
バ
タ
ー
を
．
彼
に
与
え
た
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と

　
爾
王
妃
と
も
相
手
園
の
使
臣
に
慰
．
労
の
下
賜
品
を
贈
っ
て
い
る
し
、
ラ
ガ

　
シ
ュ
の
人
マ
ア
ル
ガ
ス
グ
が
再
び
ア
ダ
ブ
に
帰
任
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

　
れ
る
の
で
両
者
と
も
欄
手
羅
に
駐
在
し
て
い
た
使
臣
で
あ
っ
た
と
考
え
る

　
の
で
あ
る
。
マ
ア
ル
ガ
ス
グ
を
商
人
（
島
ρ
臼
曲
貯
）
と
見
る
こ
と
は
こ
の

　
交
書
の
内
容
か
ら
推
し
て
む
つ
か
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑳
　
｝
餌
o
o
ぴ
⑳
2
ご
。
℃
●
o
諄
．
罷
轡
膨
9
ほ
δ
。
。
げ
℃
o
凱
け
搾
巴
困
）
p
け
8
脱
p
”
℃
戦
㍗

　
コ
凱
試
～
δ
ゆ
2
づ
O
o
円
餌
。
ざ
駆
回
）
餌
け
o
o
h
と
9
拷
紳
ヨ
鉱
切
紡
ぎ
冨
珍
9
ポ
℃
払
O
刈
1
り
．

⑳
氏
族
と
小
家
族
と
の
関
係
は
糊
．
人
文
』
前
掲
論
文
、
…
．
灘
i
三
八
頁
を

　
参
照
。

⑳
d
団
8
戸
累
ρ
は
N
∩
o
ド
く
弧
①
”
阿
破
片
同
。
ω
■

⑳
　
註
⑯
を
参
照
。

⑳
　
た
と
え
ば
門
製
麺
の
改
一
訂
版
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
＋
n
代
史
の
分
㎜
欄
の
執
一
筆
者

　
○
勲
自
己
氏
は
フ
ァ
ラ
文
澱
同
は
知
識
…
の
た
め
（
教
科
愉
冨
）
に
潮
懸
さ
れ
た
も
の

　
以
外
は
物
品
、
数
量
、
照
顧
な
ど
の
リ
ス
ト
で
あ
っ
て
⇔
9
で
9
鉱
｝
騨
9
臨
欝
鵠

　
峰
。
置
駐
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
．
、
○
衆
乙
－
○
酬
ソ
2
⇔
●
℃
．
麟
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
三
・
．
＝
丁
五
）
　
（
契
器
蓋
薮
凝
）
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On　Kao－shen心身in　Wei－tsin－nen－P6－ch’αo．油画南北朝

　　　　　　　　　　　　　　　　from　wood　to　paper

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Osamu　Oba

　　The　study　of　an　official　written　appointment　ln　Wei－tsin－nan－pe－

ch’ao　魏至豪南dヒ朝　has　been　di銀cult　because　of　lack　of　the　tra－

ditional　inherited　articles　or　sentences　written　or　composed．　The

writor，　by　his　analysis　on　the　apPointments　ofl　the　ffan漢an趨

T’an8唐periods，　manages　to　trace　some　shadow　on　the　apPoint－

ment　of　this　medlate　period　form　meagre　articles．　No　institution

and　no　sentences　were　not　inherited，　but　we　plan　to　investigate

especially　the　following　three　polnts，　at　first　how　its　procedtire

vLras，　and　next　what　material　the　appointments　were　written　on，

and　what　style　its　sentence　was．　At　least，　the　appointnaent　in　the

Han　period’　was　written　on　wood，　while　that　in　T’ang　on　paper，

which　denotes　the　transition　of　wood　to　paper　in　the　Wei－tsin一・

nan－Pa－ch’ao．

　　Around　this　change　of　writing　material，　three　other　points　wilS．

be　treated　in　this　article．　Naturally，　the　discussion　has　a　trend

to　the　cultural　history，　somewhat　neglectful　of　the　aspect　of　in－

stitutional　history，　the　latter　of　which　shall　be　treated　in　future

collectively．

　　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　Kengir　League

　　　　　　　　　　A　problem　of　Ancient　Kistory　of　Mesopotamia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yomokur6　Nakahara

　　Professor　T．　Jacobsen　proposed　the　existence　of　the　“Kengix－

League”，　a　league　of　major　cities　in　Sumer　in　the　Period　of　the

E．　D．　1　and　in　the　transitional　period　of　the　E．　D．　Iltvlll　in　hig．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（164）



b，（7）Xntg－ensz（S）EN．　GI．　KI　X　ensi　of　EN。　G王．　KI”（ibld．

　　627，0b．　V　7－8）．　X　indicates　an　unknown　numeral　sign．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ・c，．＿，．（1）　A．ru－ati　（2）mu，ha－lam　　〈3）Su－2　（蜀　KI．　EN．　GI

　　‘‘．，．＿He　destroyed　Arua　and　〔fought　with　P〕　Shue（probably

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（163）

elaborative　work　of“Early　P61itlcal　Developme蔦t　in　Mesopotamia”

量nZeitschrift　fuf　Assyriologie，　N．　F．18，1957．　He　drew　the　idea

〈）fthe　Kengir　League　from　administrative　documents　of　Ur　arch－

aic　texts　ar！d　jar．sealings　impressed　with　collective　sea王s　unear．

thed　at　Ur，　and　from　similar　documents　of　Fara　texts，　especially

WF　92　and　94．　Adlninistrative　and　economic　doc醗ents　of　these

．texts　are，　I　belie’ve，　important　sources　for　the　study　of　political

．as　well　as　socio－economic　history　of　Ancient　Sumer．　It　is　certai1ユ

tha乞the　apPreciation　of　these　documents　is　a　very　dif丑。駐lt　and

quite　pai葺staking　task　for　scholars．　It　is　due　to　the　character

・of　these　texts，　i．　e．　the　archaic　writings，　the　ambiguities　of　the

く）rthography　and　the　simp玉icity　of　expression．

　　Iagree　with　the　assumptlon　proposed　by　Prof．　Jacobsen　that

・aleague　of　some　major　city　states　in　Sumer　for　the　purpose　of

defending　the　civilized　land　of　Sumer　from　attacks　of　desert
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サltomads　or　mou就a呈n　barbarian合．　In　TSS　648　we　can　fi11．d　a　meR一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
tion　of　mar－tu．peop圭e　who　re6elved　foods．一45　gurus，！ninda　su

．ti，28　mi，1ninda　su　ti，辮α撹％，“45　men　who　received　one（piece

・of）bread　each．28　wornen　who　received　one　（p呈ece　of）bread

・each．（They　were）maγ一tu　（people）’，（14－II　1－4）．．ma7－tu　people

here　mentioned　were　no　doubt　enslaved　captives　of　wars．

　　Prof．　Jacobsen　appreciated　the　word　EN．　GI．　K：I　in　WF　92　and

94as　the　word　apP玉ied£o　the　country　of　Sumer　as　a　whole．

According　to　my童nvestlgation，　however，　of　some　documents　of

Ur　archaic　texts，　Fara　texts　and　others，　EN．　GI．　KI　mentioned

．in　WF　92　and　94　does　not　seem　to　indicate　the　country　of　Sumer

．as　a　whole．　The　reaso且why　I　should　thiHk　so　depends　on　the

．sequent　evidences　of　the　documents．

：a，①　4（滅γ）一漉％　　（2）EN．　GI．　K王　③　2⑦2）r）6（漉κ）A．　A．　KI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
　　‘‘72∫肱（of）EN．　GI。　KI，42漉％（of）A．　A．　KI．”　（TSS　758，0b．

　　11－3）．

　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’



　　personal　na難e）Qf　K王．　EN．　GI＿＿”
　　　　　　　ヒ　　　　　　　サ

d．，（エ）Sa・一sa・（2）潮目Uru－ka－9画α

　　fee．a　（5）　dNin一α一SM　（6）　KII、　EN．　GI，

　　wife　of　Uru．kagina，　King　of　Lagash，

　　GI弓．　offered（these　offerings）（DP　5王，

e，KI．　EN．　GI・．　K：1（DP　46，　col．8，5）

f，Adocument（UET　H，
　　is　a　broken　fragment　and　it　seems

（SAK’　p．　18，　VIII　1－4）．

（3）　lugal　（4）　Lagasrei－fea－

　　　　　　v
（7）　su　e－na－tag4　“Shasha．．

for　dNin－asu　in　KI．　EN．．

col．　8）．

366）　in　which　（G）1．　EN．　KI　is　mentionedi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to

sort　ef　land　’allotinent　to　many　persOns．

脚高（・）・号働）Lw－lu－ti④

〈col．　1　1－4）．．．．．，．［G）1．　EN．　KI　（coL　II　4）．

be　a　list　describing　a

①・（・劾……（・）言

1（balr）　ノlmar－a〃2aプ　GA．　K二f

All　these　documenta至evidences　show　thaもthe　wordドGI．　EN．　KI，．

EN．　GL　KI，　KL　E尊．　G王，　K王．　EN．　GI窪，　KL　EN．　GI4．　KI　mupt　be・

・PPreci・t・d　as　a玉・ca至place　n・m・・Th・・ef・・e　EN◎1・Kl　i・・

WF　92　and　94　must　be　also　appreciated　as　a．　loca｝place　name．

　　1．．ln毛end　to　give　a　tentat圭ve　translation　of　WF　92，　co1．　II　3－rev．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
11－3，thus：1銘tufeul（．e）．dabs．ba，　EN．　GL　KI，1）u：du，　s％s％彫（一mα）．
ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

ste－nig2n　6708ums，緬伽ゐ窃」（，の一dabs．ba‘‘鶏en　who　took　weapolユs．．

（They　were）given　to　Dudu（the　comrnalx玉er）in　Ke茸gi．　Tota1：・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
670me簸who　took　weapo貧s’，．　That　I　read　LU．　KU．　KU．　BA　as

J舜tuleul（一e）一dabs－ba　depend50n　the　fO｝IOwing　eVide益CeS・王1ユateXt：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セワ
6t．　t！le　tipa・・f　U・III（H・ssey　STH　p・・t　ll　n・・14・rev・・1・・4）G玲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
KU。　E．　KIU．　BA．　ME　which　I　read（liのais　tufeul．θ．dab5．ba．me“（men＞

who　took．weapo簸s”，　In　documents　of　the．time　of敬u一茎くagina

（STH，　part　I　nos．6－13）形hurδ（・の一dab5－ba“me簸who　took肋γδ一

corv6e’，．王n　Nik．13，　rev．． u王1，3，　li‘ninda（一e）．daろ5．ba‘‘men　wh（＞

took圭oods，，．．

　　If　GI．　EN。　KI　or£N．　GI．　KI　is　a　local　place　name．as　I　indicate，．．

it　may　be　assumed　as　the　headquater　of　the　Kengir　League　where

stationed　the　soldiers　despatched　by　the　members　of　the　League．．

In℃his　case，　Ur　and　Shuruppak　may　be　assumed　as　c量ties　of　th6；

supPly　base　for　the　Kengir　troops。

　　In　a　royal圭nscrlption　of　Enshakushanna，　Ki臓g　of　Uruk　in　the

midd茎e　period　of　the　E．　D．　II王，．Kengi　was　used　as　the．designat量on、

of　’the　country　of　Sumer　as　a　whole．、　He　took　the　title　of　en．

（162）



kengi　lugal　kalam－ma“Lord　of　1〈engi　and　King　of

The　location　of　Kengl　is　unfortunately　unknown　at

as　many　lmportant　places　of　Sumer　are　unknown．

the　］しa1ユd’，．

present　just

Some　Problems　on　the　Witsen’s　Map　of

　　　　　　　　　　North－eastern　Asia

　　　　　　by

Akio　Funakoshi一

　　Witsen（1641－1717），　mayor　of　Amsterdam，　president　of　the　East
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ

India　Company，　and　ambassador　to　the　Court　of　St．　James’，　was

aDutch　gentleman，　who　was　interested圭n　the　Orient　in　h圭s　days

of　Leiden　University，　from　whlch　he　graduated　to　try　to　collect

．geographica｝　ma宅erial　in　the　north－eastern　Asia，　staying　in　Moscow

as　a　suite　of　the　diplomatic　m三ssion．　His　work，‘Norden　Cost

．Tartarien’（1692，1704，1785）was　said　to　be　the　collection　of　the

狽?ｅｎ　east－Asian　knowledge．　This　article　wm　treat　the　maps　of

．north－eastern　Asia　of　his　own　making，　tracing圭ts　origin，　showing

its　characteristic，　and　we　want　to　poiRt　the　unique　feature　of　the

laHd　d｛仔eren£from　the　sixteenth　and　seventeenth　centuries’　West．

European　map　making　world，　and　then　we　would　eva圭uate　its

importance　of　the　geographical　history圭n　the　two　capes　streching

’out　to嬢e簸orth－eastern　sea　near　the　north－eastern　end　of　Asia

which　were　the　characteristic．　of　his　map，　a　sim圭1ar　type　of王ユorth，

．eastern　part　in　the　map　of　West－European　world　from　the　end　of

the．唐?ｖｅｎｔｅｅｎｔｈ　century　to　the　m三ddle　of　the　eighteenth　century．

His　book，‘Norden　Cost　Tartarien，，　was　seemed　to　be　introduced

ill　Japan　at　the　end　of　the　eighteenth　century，　a　copy　of　which．

was　summarized　and　translated　and　annotated　as‘T6holeu－dattan一

ツasalea－2aleleiづ7aleusetSU，棄ゴヒ縫華旦墾予f乍菊叢言己言尺説by　Saza：ソoshi　Baba　，鴇場

貞1由．At　the　end　of　this　article，　analyzing　the　background，　object，

method，　and　result　of　this‘summary’，　through　the　Japanese　ev．

a娠atlon　of　the　Witsen’s　work　at　the　biginning　of　the　nineteen亡h

・ce撫ry，　we　try　to　evaluate　the　basic　importance　of　Witsen’s

孤ateria、．
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